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囲
完
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□
Eg

二
〇

･二0

堅

畠

甲
三
九

第
二
牌
長
景
褒
不
在
署

丞
験
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適
牌
卒
周
賢
伐
大
司
農
責
郭
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府
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任
地
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遣
褒
迎
取

七
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甘
六
旦
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居
延
郭
乗
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還
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鄭
p
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施
刑
孫
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不
Eg

二

六

二
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卜
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飴
施
刑

1
人

E3
出
入
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三
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三
二八

a
は
丈
･.*

の
名
籍
で
あ
る
｡

二吉
･石

田
二
元

漢
代
の
名
竹
は
､
古
-
史
解
に
み
え
る
も
の
と
し
て
は

r
史
記
』
の
太
史
公

居

延
漠
筒

の
張
成

二

□
序
の
司
馬

山の
索
隠
に
引
か
れ
た

F
博
物
志
』
に

太
史
令
茂
陸
将
武
里
大
夫
司
馬
遷
､
年
二
十
八
､
三
年
六
月
乙
卯
除
､
六

百
石
｡

と
あ
る
司
馬
遷

が
六
円

石
の
太

史
令

の
官

職
に
任
命

さ
れ
た
告
身

の
文
や
､

あ

る
い
は
ま
た
『

詮
文

節
字
』に
附
赦
さ

れ
た

許
懐
の
子

の
許
沖
の

F紀
文
解

字
』

を
献
上
す
る
上
古
の
[日
動
に

二
四
九



東

方

牽

報

召
陵
甫
歳
里
公
案
州
幕
臣
沖
､
稽
首
再
拝
､
上
音
皇
帝
陛
下
云
云
｡

と
あ
る
事
例
が
知
ら
れ
て
い
た
｡
い
ず
れ
も
願
､
里
'
欝
'
姓
名
の
順
で
記
載
さ

れ
て
お
り
､
漠
代
の
名
籍
が
い
わ
ゆ
る

｢
名
願
欝
里
｣
と
よ
ば
れ
る
ゆ
え
ん
の

も
の
で
あ
る
｡
こ

う
し
た
漠
代
の
名
籍
の
具
髄
例
は
､
今
世
紀
に
入

っ
て
敦
燥

億
の
額
見
や
､
こ
こ
に
示
し
た
居
延
蘭
の
尊
兄
に
よ

っ
て
更
に
多
-
の
資
料
を

加
え
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
こ

れ
ら
漠
代
の
木
簡
に
見
ら
れ
る
名
籍
の
記
載
形
式

は
先
ず
官
職
名
を
記
し
､
つ
い
で
出
身
地
す
な
わ
ち
本
籍
地
の
郡
国
名
､
願
名
､

旦
名
､
有
爵
者
の
場
合
に
は
爵
位
が
記
載
さ
れ
､
最
後
に
姓
名
と
年
齢
が
記
さ

れ
る
の
が

一
般
で
あ
る
｡

a
の
グ
ル
ー
プ
は
､
こ
う
し
た
記
載
の
完
全
な
も
の
､

も
し
-
は
そ
の
断
片
を
収
録
し
た
｡
こ
の
う
ち
の
一
部
を
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
M
D

51哨
虎

4
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
｡
収
録
し
た
木
簡
の
う
ち
完
好
な
も
の
'
す
な
わ
ち

下
方
に
Eg
印
の
な
い
も
の
は
吏
卒
の
名
籍
の
ほ
ぼ
完
全
な
も
の
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
｡
た
と
え
ば

a
14､
15
お
よ
び
そ
れ
と
同
筆
の
16
-
21
な
ど
で
あ
る
｡
厳

密
に
い
え
ば
木
簡
中
の
名
籍
と
は
こ

う
し
た
類
で
あ
る
｡
こ
れ
に
封
し
て
木
簡

の
下
牛
分
が
切
断
し
て
い
る
も
の
､
す
な
わ
ち
下
方
に
国
印
を
付
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
､
す
べ
て
こ
う
し
た
名
籍
の
断
片
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
｡
と
い
う

の
は
木
簡
の
上
段
に
い
わ
ゆ
る
名
願
爵
里
を
記
し
た
あ
と
､
下
段
に
種
々
な
内

容
を
記
し
た
形
式
の
簿
録
が
他
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
Ⅱ
ロ
の

a
､

b
､
C

､
d
､
Ⅵ
こ
､
Ⅵ
ホ
の

a
､
b
､
Ⅵ
-
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
｡

a
の
グ

ル
ー
プ
に
収
録
し
た
木
簡
の
中
に
は
､
あ
る
い
は
そ
う
し
た
名
籍
以
外
の
簿
録

の
断
片
が
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
､
今
日
そ
れ
を
判
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

た
め
､
い
ち
お
う
こ
こ

に

l
括
す
る
こ
と
に
し
た
｡

二
五
〇

な
お
こ
こ
で
名
籍
と
雷
の
記
載
に
つ
い
て

三
百
の
べ
て
お
-
｡
か
つ
て
西
嶋

定
生
民
は

『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
-

二
十
等
質
制
の
研
究
-

』

に
お
い
て
漠
代
の
解
剖
を
問
題
と
し
､
宙
の
賜
輿
に
よ
り
身
分
的
秩
序
が
形
成
'c{+)

さ
れ
､
皇
帝
の
個
別
人
身
支
配
が
茸
現
さ
れ
た
と
す
る
問
題
提
起
を
行

っ
た
｡

そ
の
際
に
氏
の
所
論
の
基
礎
と
な

っ
た
主
要
な
資
料
の

一
つ
が
､
こ

の
居
延
漠
･

簡
で
あ
る
｡
氏
は
漢
蘭
の
中
か
ら
､
い
わ
ゆ
る

｢
名
願
爵
里
｣
の
記
載
を
も
つ

木
簡
を
集
め
て
分
析
し
､
そ
の
結
果
､
こ
れ
ら
名
籍
の
類
に
は
雷
の
記
載
の
な

い
も
の
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
､
居
延
漠
億
の
戊
卒
田
卒
の
中
に
は
茸
際
に

無
宙
者
が
相
嘗
多
数
存
在
し
た
こ

と
､
ま
た
漠
簡
所
載
の
人
名
の
中
に
は
､
た

と
え
有
宙
者
で
あ

っ
て
も
必
ら
ず
L
も
常
に
宙
を
記
し
た
と
は
限
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
推
測
さ
れ
た
｡し
か
し
西
嶋
氏
の
名
籍
の
分
析
に
は
問
題
が
あ
り
'
し

た
が
っ
て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
推
測
は
必
ら
ず
L
も
正
確
と
は
い
え
な
い
｡

と
い
う
の
は
､
木
簡
に
み
ら
れ
る
名
籍
す
な
わ
ち
名
願
爵
里
の
記
載
は
､
そ
の

文
書
の
内
容
あ
る
い
は
性
格
に
よ

っ
て
記
載
方
法
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
｡
た
と
え
ば
Ⅱ
ロ
a
､
b
の
ほ
か
､
C

の
よ
う
な
場
合
も
基
本
的
に
は
雷
を

記
入
す
る
必
要
は
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
郡
､
国
､
麻
名
は
省

略
さ
れ
て
も
里
と
寓
と
は
必
ら
ず
記
載
さ
れ
た
と
す
る
氏
の
指
摘
も
､
た
と
え

ば
Ⅵ
こ
の
よ
う
に
里
も
省
略
さ
れ
て
た
だ
官
職
名
と
宙
と
姓
名
だ
け
と
い
う
例

も
あ
る
｡
漠
簡
に
お
け
る
名
籍
お
よ
び
欝
稀
に
つ
い
て
は
軍
に
破
城
子
の
み
な

ら
ず
全
居
延
簡
､
全
教
煙
簡
に
わ
た

っ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
こ

と
漠
簡
に
関
す
る
か
ぎ
り
､
西
嶋
氏
の
研
究
で
は
文
書
の
性
格
と
か
書
式
と
い

っ
た
鮎
に
十
分
な
考
慮
が
は
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
故
障
が
あ
る
｡
氏
の
雷



制
の
研
究
は
､
漠
簡
に
み
ら
れ
る
名
籍
お
よ
び
常
宿
も
ふ
-
め
て
､
再
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡

b
以
下
は
名
簿
そ
の
他
の
類
で

｢
吏
卒
名
籍
｣
の
中
に
入
れ
る
の
は
適
富
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
､
吏
卒
の
名
を
主
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
､
い
ち
お

う
こ

こ
に
収
め
る
こ

と
に
し
た
｡

b
は
仮
晶
､
牌
長
､
牌
卒
な
ど
簡
の
上
端
に
職
名
と
姓
名
だ
け
を
記
し
た

1

群
で
あ
る
｡
こ
の
b
に
お
い
て
も
先
の

a
の
名
籍
の
場
合
と
同
様
に
下
牛
分
の

放
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
｡
た
と
え
ば
上
に
熔
島
名
が
-
る

形
式
か
ら
い
え
ば
､
Ⅰ
イ

C
'
d
'
Ⅱ
イ
d
､
Ⅳ
ロ
a
､
d
t
Ⅴ
ロ

C
､
d
な
ど

が
あ
り
､
牌
卒
の
例
で
い
え
ば
Ⅴ
ロ
d
､
Ⅴ
ハ

a
､
b
な
ど
が
あ
る
｡
こ
の
b

の
中
に
は
､
そ
う
し
た
簿
録
の
上
牛
分
の
断
片
が
残

っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
｡
な
お
こ

の
期
に
関
聯
し
て
更
に
い
え
ば
､
b
の
よ
う
な
軍

に
職
名
と
姓
名
と
を
記
し
た
簡
な
い
し
は
簿
銀
が
早
漏
で
存
在
し
た
か
ど
う
か

も
疑
問
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
Ⅴ
ロ
の
食
糧
受
領
簿
の
中
に
は
､
牌
長
名
の
下
に

別
筆
で
受
け
取
り
を
サ
イ
ン
し
た
も
の
も
あ
り
､
b
の

一
群
は
そ
う
し
た
内
容

が
記
載
さ
れ
る
も
と
の
簡
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

a
の
吏
卒
の
名
籍
が

候
官
に
備
え
お
か
れ
る
完
全
な
名
簿
で
あ
る
の
に
封
し
て
､
b
は
た
と
え
ば
Ⅴ

ロ
の
よ
う
な
簿
録
に
か
わ
る
､
そ
の
前
段
階
の
簡
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
｡

C

は
腺
長
の
名
簿
で
､
ロ
-
ウ

ユ
氏
は
M
D
5
に
あ
げ
て
い
る
｡

一
簡
に
3

名
づ
つ
記
さ
れ
て
お
り
､
候
官
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
同

一
陳
長
名

が
重
複
し
て
い
る
の
は
､
時
期
を
異
に
す
る
数
種
類
の
名
簿
が
ふ
-
ま
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
｡

居
延
渓
簡

の
集
成

二

d
は
牌
卒
の
名
簿
で
あ
る
0
1
-
8
は
険
州単
位
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
､
9

-
11
は
異
な
る
勝
率
の
名
を
列
記
し
て
お
り
､
省
卒
す
な
わ
ち
出
張
作
業
者
の

名
簿
で
あ
ろ
う
｡
帳
簿
表
題
類
で
い
え
ば
H
B
b
l
～
9
が
こ
れ
に
封
魔
す
る
｡

e
は
吏
卒
の
総
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
1
-
3
は
候
官
､
4
-

6
は
候

嬢
を
単
位
と
す
る
.

f
は
署
す
な
わ
ち
本
来
の
勤
務
場
所
に
居
る
か

(局
)
居
な
い
か

(不
在
)
を

報
告
し
た
も
の
で
あ
る
｡
日
夜
敵
と
封
決
す
る
最
前
線
の
基
地
で
は
､
そ
こ

に

勤
務
す
る
吏
卒
の
動
静
は
巌
重
な
監
督
下
に
お
か
れ
て
い
た
｡
部
署
で
勤
務
に

従
事
し
て
い
れ
ば

｢
見
｣､
寓

一
部
署
を
離
れ
た
場
合
に
は

｢
某
不
在
署
｣

と

し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
｡
-
の
Ⅰ
は
現
に
部
署
に
勤
務
し
て
い

る
場
合
の
書
式
見
本
で
あ
り
､
3
は
不
在
署
の
欝
明
の
完
全
文
書
で
あ
る
｡

ロ

｢病
卒
名
籍
｣

1

第
十
三
醸
卒
貌
郡
館
陶
上
席
里
デ
疾
去

三
月
壬
申
病
□

l究
･二四

囲
二莞

2

第
七
牌
卒
高
同
病
傷
汗

飲
薬
五
欝

Eg

二歪
皇

国
≡
7
甲
三
八六

3

武
賢
燦
長
陳
安
国

三
月
□
□
病

蔓
丁
二八

固
三六九

4

谷
口
牌
左
道

十
月
丙
寅
病
在
右
腔
□
Eg

二空
三
五

固
二孟

r

･

･

･

.

卒
蒋
前
不
知
蓬
火
品

6

第
廿
四
鷹
卒
高
自
署
以
四
月
七
日
病
頭
痛
四
節
不
撃

第
t諒
仙卒
氾
淳
以
四
月
六
日
病
苦
心
服
支
蒲

鉾
庭
牌
卒
周
艮
凹
月
三
日
病
苦
-
-

節
拙

一
牌
卒
王
童
以
四
月
1
日
病
苦
傷
塞

第
1
牌
卒
孟
慶
以
四
月
五
日
病
苦
傷
寒

二
五

1



東

方

学

報

打

節
州
七
牌
卒

群
光
三
月

旦
病
両
肱
新
患
少
愈

節
州
三
鷹
卒

公
孫
欝
三
月
廿
日
病
南
低
所
急
未
愈

常
州

1
牌
卒
倫
武
四
月
八
日
病
頭
痛
基
泉
飲
薬
五
諮
末
愈

(袈
而
)

a
･四

囲
三完
､天
0

甲
一九
(団
版
6
)

い
ず
れ
も
吏
卒
の
病
気
と
病
状
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
1
-
4
は
個

人
別
に
5
は
牌
､
6
は
候
に
お
い
て
一
括
し
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
｡

Ⅱ

鹿
隊
州勤
務

イ

｢
作
簿
｣

二六
七
･
岩

国
二
P
1

2

四
月
己
卯
鄭
卒
十
人

二
五
二

甲
一aO
五
(圃
版

7
)

其

1
人
□

ESj

一
人
側
工

一
人
左
□

1
人
病

1
人
巷

四
･
1四

周
三七
七

:-

･

=･:.
.

.

.

.

I
.･]
州

.
:･:.:

1
人
治
計

1
人
例
工

1
人
取
狗
糾

二
六

七
･二二

間
二六
八
甲
一四〇
六

4

正
月
発
巳
鄭
卒
十
人
Eg

5

ESd
省
卒
三
人

其

一
人
守
邸

至
上
三

間
一八
八

人
守
聞

入
馬
下

人
柄

a
八
月
丁
丑
鄭
卒
十
人

其

1
人
守
閣

二
人
馬
下

1
人
吏
養

一
人
守
邸

1
人
取
狗
湛

1
人
治
計

6

十

1
月
丁
巳
卒
廿
四
人

其

一
人
作
長

石
解
除
七
人

三
人
養

一
人
病

二
人
杭
薙

三
九
･
売

国
二
〇七

定
作
十
七
人
伐
茸
五
百
十

率
人
伐
州

輿
此
五
千
五
百
廿
武

≡
二
･1二
田
ニ0
1d

;

.t,T
:
.I.7
:'i
.:i:
.
:

.:

.,:
::
.';
l:.1
:
:
:
.I:
?
.i

･..･;.;.:r

一

悶版 6
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7

八
月
甲
辰
卒
甘
九
人

其

l
人
作
長

三
人
卒
養

不
□
作
四
人

定
作
甘
五
人

二
人
山
木

六
人
積
菱

十
四
人
遅
麦
四
千
六
十
人
二
百
九
十

二
人
敵
絡
具

1
人
□
功

三〇
･l丸

田
二望

芸
八
･Tll

囲
≡
0

8

甘
三
日
戊
申
卒
三
人

9

六
月
丁
未
卒
十
九
人

伐
蒲
廿
四
東
大
二
事

典
此
三
百
五
十

1
束

率
人
伐
八
束

芸
二
二

団
三〇
二

甲
突
0

10

丁
酉
卒
六
人

11

辺

一
人

創工
一
人

守園
一
人

口□
四一其

人人 伐病人

作治 芋 養 □一二其

□寒 雲 a

二二〇
･gE
固
二
八
七

三
三
･1111

国
三
二六

二
人
市
口

12

切

六
人

病

Eg

l
人
吏
養

13

Eg

l
人
作
長

一
人
養

14

辺

其

一
人
長

人
守
因

@
一
人
木
工

三
人
養

人
守
馬

1
人
病

一四二
･二五

固
二三
八

六
八
二
〇

圃
三
〇

二六
四
･四

囲
茎
ハ

甘
六
□
不
作四六

･
天

国
三
豊

甲
三
八

4

b
第
五
牌
卒
高
登

除
土

除
土

第
廿
四
嫁
卒
孫
長

除
土

除
土

(固
版
7
)

罪
刑
四
線
州卒
審
承

除
土

除
土

□
□
牌
卒
口
富

除
土

除
土

治
整
八
十

除
土

除
土

治
聖
八
十

除
土

除
土

治
墾
八
十

除
土

除

土

除
土

除

土

二五
四
･二二

治
整
八
十

治
聖
八
十

除
土

除
土

二
七
･

三
国
五〇三

治
堅
八
十

治
墾
八
十

除
土

除
土

六
1･七
=
二八六
･売

国
三
八

甲
四
三

三

治
牽
八
十

治
整
八
十

除
土

除
土

八九
･二二

囲
二三
四

除
土

除
土

除
土

除
土

除

土

圏
二三〇

第
七
険
州卒
史
讃

案
墾

案
墾

川
･fj
.,I.'(:

案
塑

案
塑

案
Eg

墨
字
四

15

E
j

其

1
人
伍
百

ESj

二
人
養

一
人
病

右
解
除
四
人

≡
1･四〇

囲
≡
f

16

E3

7
人
□
菱
□
七
束

甘
人
刈
菱
□
百

〔六
十
〕
束
率
人
八
束

≡
･二四

囲
l宍

8

17

Eg

其
二
人
養

Eg

□
人

口
□
口
走
作
甘
五
人

二
六
三
二

固
四
l七

18

回

定
作
邦
人
伐
菱
千
五
百
束
率
人
五
十
克
典
此
三
千
八
百
束

居

延

漠

簡

の
集

成

二

第
十
四
嬢
卒
韓
勃

除

土

椎
土

除
土

除
土

E3

二二〇
･八

国
二八七

甲
三
二

第
廿
三
嬢
卒
司
馬
忠

治
整
八
十

治
墾
八
十

治
窒
八
十

除
土

除

Eg

二七
･八

国
五〇
六

Eg
案
整

案
整

案
墾

治
簿

病

案
墾

治
簿

除
土

案
墾

塗

塗

累

除
土

二〇三
･入

団
三
三

E
3八

十

除

土

除

土

除
土
Eg

Eg

除
土

除
土

除
土

除
土

一八八
･二八

囲
三
〇

四八二
二
ハ

固
四三三

二
五
三
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東

方

Eg

除
土

除
土

□
除
上

除
土
n

Eg
□
井

案
墾

脚
望
購
卒
張
忘

学

報

除
土

除
土

塁
五
･七

図
二六〇

ニハ八
二
六

圃
三
二〇

七六
品
九

固
一八
一

卒
養

二八
･
一八

圃
三
八

甲
二
二
ハ

二
五
四

榛
は
す
べ
て
こ

う
し
た
日
乾
し
煉
瓦
と
葦
と
を
交
互
に
積
み
重
ね
て
作
ら
れ
た
C>

治
聖
と
は
日
乾
し
煉
瓦
を
作
る
こ
と
､
案
壁
と
は
煉
瓦
を
並
べ
る
こ
と
'
除
土

と
は
文
字
ど
お
り
､
土
を
取
り
除
-
こ
と
で
､
障
壁
な
ど
に
風
で
堆
積
し
た
土

砂
を
取
り
除
-
作
業
で
あ
る
｡
塗
は
壁
ぬ
り
で
あ
る
｡

健
勝
に
勤
務
す
る
戊
卒
に
は
公
務
の
は
か
に
多
-
の
雑
役
作
業
が
課
せ
ら
れ

た
.

a
は
部
す
な
わ
ち
候
官
や
､
候
､
牌
な
ど

一
つ
の
機
関
に
所
属
す
る
全
員

の
同

一
日
の
作
業
記
録
で
､
い
わ
ゆ
る

｢
日
作
簿
｣
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
.

守
閥
､
守
邸
は
と
も
に
倉
庫
番
､
馬
下
は
馬
丁
､
養
は
炊
事
係
､
治
計
は
計
算

係
､
創
工
は
矢
柄
け
ず
り
な
ど
｡
伐
葦
は
葦
を
刈
る
こ

と
､
積
葦
は
刈
り
と

っ

た
葦
を
積
み
重
ね
る
こ
と
､
伐
安
は
ま
ぐ
さ
刈
り
､
積
菱
は
ま
ぐ
さ
積
み
､
拾

｢ご1
.I

射
淳
は
的
つ
-
り
で
あ
る
｡
守
園
､
助
園
と
あ
る
園
は
菜
園
の
こ

と
で
､
守
園
､

助
園
は
惣
菜
と
し
て
の
野
菜
づ
-
り
で
あ
る
｡

a
は

ロ
ー
ウ

ェ
氏
で
は

M
D
16

に
分
類
さ
れ
る
｡

b
は
戊
卒
個
人
に
つ
い
て
毎
日
の
雑
役
作
業
を
記
録
し
た
も
の
で
'
a
の
｢
日

作
簿
｣
に
封
し
て
い
わ
ゆ
る

｢
卒
作
簿
｣
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
ロ
ー

ウ

エ
氏
で
は

M
D
14
と

M
D
15
に
あ
た
る
｡
な
お

ロ
ー
ウ

ェ
氏
は

｢
卒
作
簿
｣
に

は

T′簡
に
9
日

-
10
日
単
位
で
記
録
さ
れ
た
も
の
と
､
14
日

-
15
日
単
位
で
記

録
さ
れ
た
も
の
と
の
二
種
が
あ

っ
た
と
す
る
｡

b
に
採
録
し
た
簡
で
い
え
ば
､

l
､
2
'
3
､
4
'
6
､
7
､
9
'

10､
11
㌧
12
は
9
日

-
10日
型
で
あ
り
､

5
､
8
､
13
は
14
日

-
15
日
型
で
あ
る

｡壁
と
は
日
乾
し
煉
瓦
の
こ
と
で
'
ソ
マ

ー
ス
-
ロ
ウ
ム
氏
に
よ
れ
ば
長
さ
お
よ
そ
37
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
幅
15
セ
ン
チ

(紘
)

メ
ー
-
ル
､
厚
さ
11
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
｡
嘗
時
の
焼
牌
の
障
壁
や
望

ロ

｢
日
迩
簿
｣

a

l

第
三
牌

卒
呂
弘
二
月
壬
午
迩
轟
丙
申
構
十
五
日

卒
部
安
世
二
月
丁
酉
迩
轟
庚
成
績
十
四
日

卒
橋
建
省
治
常
歳
鳴

凡
迩
積
甘
九
日
塀
人
馬
越
塞
天
田
出
入
迩
E3

二
幸

二
八

圏
四四A
(困
版
7
)

2

第
三
牌

卒
□
□
甲
辰
迩
轟
発
巳
積
十
日

卒
張
□
甲
午
迩
轟
発
卯
積
十
日

-

-

･

･

･--

-

3

次
呑
嬢

卒
魯
候
外
人
九
月
甲
午
迩
轟
庚
申
積
甘
七
日
省
致
北

Eg

卒
滞
常
魯
昔
時
毒
楽
九
月
甲
午
迩
義
美
亥
積
珊
日

二八五
二

図
三
空

甲
董
宅

4

Eg

卒
郭
鈴
乙
酉
迩
轟
甲
午
積
十
日

卒
董
聖
乙
未
迩
轟
甲
辰
積
十
日

卒
郭
賜
乙
巳
速
轟
笑
未

(丑
)
積
九
日

凡
迩
廿
九
日
塀
人
馬
蘭
越
墓
天
田
出
入
迩

一八
･八

囲
空
○

ESj
十
月
戊
寅
卒
董
急
速
轟
丁
亥
十
日

十
月
戊
成
卒
王
僕
達
姦
丁
未
十
日

十
月
戊
子
卒
王
相
迩
轟
丁
酉
十
日

凡
升
目
迩
蘭
越
塞
出
入
迩

二宅
･
l九

囲
二
四七
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H
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Eg
儲
光
九
月
突
未
益
丁
門

･=
十
･j
=
遡

凡
･k:
州

=
迩
切
口

≡
三
(

国
東

9

Eg
迩
砧
州
日
卯
人
馬
蘭
越
韮

U
ESj

00

李
安
九
月
戊
成
轟
王
子
椛
十
五
日
述

口
脇
九
月
旦
省
諸
口

ESj
九
月
己
酉
卒
吾
丘
受
迩
姦
丁
孔
･;
廿
九
日

凡
迩
机
廿
九
口
桝
人
馬
E
j

九
月
灰
成
卒
歪
輔
省
作
廿

t
牌

九
月
莫
亥
卒
孫
安
世
省
作
廿

一
腹
…

1呈
･≡

四
六
七

Eg
戊
辰
卒
□
口
述
益
□
E
LE
j

琴

三
田
冨
二

甲
辰
卒
座
高
迩
轟
□
□

居

延

漠

筒

の

集

成

二

10

Eg
j
迩
轟
丁
丑
十

四
日

凡
□
Eg

口
述
轟
発
巳
机
十
六

日

11

誹
凹
険
J;

-
-
･陳
常
利
逃

卒
陳

三
月
-
-
-
郭
戊
逃

b

l

呑
遠
候
史
李
赦
之

萱
三
七

図
二
孟

甲
究
七

五Oi]･玉

田
Il
lハ

云

七
･
三

図
二六
八

甲
二
竺
三



東

方

草

報

三
月
辛
亥
迩
轟
丁
丑
積
廿
七
日
経
常
年
牌
北
界
南
轟
次
春
牌
南
界
僻
人
馬
蘭

越
基
天
田
出
入
迩

三
月
戊
寅
迭
府
君
至
出
井
騎
乗
関
因
透
徹
史
李
卿
屠
延
轟
庶
辰
三
日
不
迩

二〇
六
･1一
国
二二五

甲
二塁
四

2

Eg
候
長
武
光
候
史
拓

七
月
王
子
轟
庚
辰
積
廿
九
日
"
迩
徒
第
押
勝
北

畠
餅
庭
騰
北
界
萄
蘭
越
塞
天
田
出
入
迩

二四
･l五

固
三
七

甲
1(0

3

E
3候
長
充

六
月
甲
子
轟
発
巳
横
井
日
く
迩
徒
第
四
麻
南
界
北
畠
第
九

鹸
北
界
奥
越
塞
蘭
出
入
天
EE
迷

六

･
七

固
1窒

甲
望
ハ
(圃
版
7
)

4

ESj長
富
昌

八
月
丁
酉
轟
乙
卯
積
十
九
日
ミ

越
後
呑
遠
牌
南
界
北
至
不

侵
購
事
蘭
越
塞
天
田
出
入
迩

二宍
二
七

圃
五元

甲
1莞
1

5

Eg
北
界
塀
蘭
越
塞
天
田
偶
人
速

写

l七

圃
三
0

6

E
j候
長
湯

三
月
□
口
重
□
口
積
廿
九
日
く
-
･･･Eg

侯
史
奉

三
月
辛
卯
轟
丁
巳
積
十
五
日
-
-
-
-

1宝
･一四

団
1宝

燈
藤
に
勤
務
す
る
吏
卒
の
公
務
の
第

一
は
見
張
り
で
あ
る
｡
見
張
り
に
は
望
楼

よ
り
す
る
候
､
望
の
ほ
か
に
､
天
田
の
見
廻
り
が
あ
る
｡
天
田
と
は
健
勝
の
周

囲
に
設
け
ら
れ
た

l
定
範
囲
の
砂
地
の
こ

と
で
､
毎
日
こ
の
砂
地
を
か
き
な
ら

し
て
お
き
､
そ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
足
あ
と
の
数
と
か
方
向
に
よ

っ
て
､
夜
間
の

敵
の
接
近
､
人
数
､
方
向
､
あ
る
い
は
脱
走
者
の
有
無
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
戊
卒
の
作
業
の
中
に
は
塞
天
田

(天
田
な
ら
し
)

と
い
う
も
の
が
あ
る
｡
こ
う
し
た
天
田
の
足
あ
と
を
鮎
検
す
る
の
が
速
で
､
｢
日

述
簿
｣
と
は
毎
日
行
わ
れ
る
吏
卒
の
天
田
の
鮎
槍
と
､
異
常
の
有
無
の
報
告
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡

a
は
麻
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

一
カ
月
の
記
録
で
､
天
田
の
見
廻
り
に
従

二
五
六

事
し
た
牌
卒
の
茸
練
と
異
常
の
有
無
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

b
は
候
長
､
侯
史
な
ど
吏
個
人
の
日
速
の
茸
積
と
異
常
の
有
無
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
｡
こ

う
し
た
報
告
が
候
で
ま
と
め
ら
れ
て
H

A
Ⅱ
ロ
の
よ
う
に

｢
･

某
部
某
年
某
月
吏
卒
日
迩
簿
｣
と
し
て
候
官

へ
提
出
さ
れ
る
｡
な
お

a
の
タ
イ

プ
は
ロ
ー
ウ

ェ
氏
の
分
類
で
は

M
D
17
に
あ
た
る
｡

｢郵
書
｣

a

l

南
書
二
割
皆
都
尉
章

詣
張
扱
太
守
府

六
月
戊
申
夜
大
卒
三
分
執
胡
卒
□
受
不
侵
卒
兜

己
酉
卒
旦
1
分
付
誠
北
卒
良

2

南
書
三
封

㌔

鮒
蹄
報

謝
綿
蛸
髄
液

1
封
居
延
尉
印
詣
屋
蘭

三
月
戊
成
舗
時
□
□
卒
□
受
口
□
ロ
ロ

舗
時
付
州
井
卒
□

四九
･二二=
1八五
･1二

園
芸
二

甲
三雲

三
七
･二五

圃
三
七㌧
≡
ハ

3

南
書

丁
封
屠
延
都
尉
章

詣
張
披
太
守
府

十

一
月
甲
子
夜
大
卒
嘗
曲
率
昌
受
故
障
卒
輔
辛
丑
蚤
食
□
分
臨
木

卒
口
付
出
井
卒
弘
界
中
-
-
程
二
時
二
分

三
l七
･二七

囲
≡
八

甲
二ハ九
t
(囲
版
8
)

4

南
書

一
封
屠
延
丞
印

秦

1

詣
口
□
□
□
□

三
四
･八六

囲
四

P
ll1

5

南
書

1
封
屠
延
都

尉
章

詣
張
披
太
守
府

Eg

甲
三
雲

□
ロ
ロ
ロ
ロ
五
分
Eg

日
入
二
分
付
臨
木
Eg

四(
･一二三

囲
l
四
二
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南
喜

一
封
居
延
都
尉
章

南
書

1
封
居
延
都
尉
童

南
書

7
封
居
延
都
尉
章

南
書

1
封
居
延
都
尉
章

南
喜

一
封
珍
北
俣
印

南
書
三
封

其
Eg

南
喜

一
封
□
□
ESj

南
書

二
Eg

lO
四
･三
二

喜

一
封
居
延
都
尉
章
Eg

し_｣ L LJ｢｣ Fl]

八
甲
二
一四

囲
二宍

甲
宍
1

四八
四
･九

圃
二宍

三
三

六

園
芸
八

二三
四
･七

囲
六
一

三
〇
･四

国
二
四
1

二言
･二八

囲
五
宅

二
元

･

三
国
二
九
二

田
三
三

甲
六
〇五

究
･
完

囲
二五〇

甲

四三

木
卒
採
付
誠
敷
北
陵
州卒
別

二〇
三

･二

圃
≡
1

･
校
臨
木
郵
書
三
封
E53

二
二
四
･五
困

三
四四

甲
三

九

ESj
己
末
免
食
嘗
曲
嫁
卒
威
受
取
降
卒
巌
夜
少
牛
四
分
臨
木
卒
ESj

一八八
･三
-
二二
四
･二三

国
三
二

甲
≡
一八

b
北
書
三
封
合
撤
板
撒
各

一

農

相
報

詔

駄
詣

節

操
在
所

九
月
庚
午
下
鋪
七
分
臨
木
卒
副

受
刑
井
卒
弘
鶏
鳴
時
富
曲

卒
昌
付
故
障
卒
宿
界
中
九
十
五
里
走
行
八
時
三
分
箕
行
七
時
二
分

Eg

㌔

鮒
相
識

尉
章
詣
酒
泉
北
宗

尉
府

十
二
月
Eg

四書

囲
一天

Eg

讃

盟

朋
輩

研
府

六
月
庚
辰
昌

八
分
時
臨
木
卒
E3

三≡

周
一宍

正
月
戊
午
金
時
富
曲
卒
湯
受
居
延
収
降
卒
垂
下
舗

l宅
･
苗

圃
三
六
二

甲
九
二
ハ
(囲
版
8
)

北
書
五
封

㌔

鮒
郁
詰

窮

蛸
都
尉
府

1
封
居
延
左
尉
印
詣
居
延

三
月
庚
成
日
出
七
分
呑
遠
卒
□
図

五
分
付
不
侵
卒
受
王

封
昭
武
長
印
諸
居
延

封
氏
池
長
印
詣
居
延

三
1七
･
l

圏
≡
三

甲
三
七
1

18 17C
J
Hり0

2122C
]

FSg

詣
張
技
太
守
府

□
□
･･lj-
卒
甜
∵
-
･

-
-
時
中
程

□
□
□
□
□

其

1
封
詣
張
液
太
守
府

六
月
丁
丑
鶏
鳴
時
富
曲
険
州卒
趨
宣
受
居
延

故
障
卒
-
-

Eg
都
尉
府

十
月
甲
辰
日
失
中
時
誠
北
卒
E
j

E
j都
尉
府

韓
庭
下
舗
四
分
付
臨
木
卒
□
E3

芙

三
七

固
三
六
八

二
ハ
一
･
二

困
二九
四

≡

三

七

囲
一四八

L_
_

.

4

'

･･
]

･

I

Eg

翫

訂
釈

義

報
酢
□
受
故
障
率
敵
夜
大
牢
付
不
掌

貿
(質
)

1〇
四
･四四

囲
三
≡

･
轍
舶
糾
謂

㌔

十

l
月

己
末
輩

雷

卒

同
受
収

降
卒
雫

舗

臨

居

延

漠

筒

の
集

成

二

34567890日H
北
書

1
封
張
液
郡
Eg

北
書

二
封

Eg

ESj

詣
屠
延
都
尉
府

Eg
張
授
太
守
童
話
府.J...J州:.4'

∵

羊
FTiu:I.:早
:,+ry
r
L

ESj

一
封
酒
東
大
ESd

一〇三
二
七

固
三
五

甲
莞
五

二1
P
･
三

国
四三
二

五月壬
成
下舗
臨
木
卒
重
安
照
井
誠
数
北
確

率
則

突亥
□
食
□
分
署
曲
卒
-
-

□日
収
降
卒
…
-
九
時
五
分
中
程

B
j

二
石
･九

囲
四三

六
丁
三

国
1宅

二
二九
三
四
囲
二空

弱

郎
欝

府

Eg

l八
八
二
八

璽

】〇

Eg

臥
朋
謂

欝

稗
開

脚
鮮
筋

鞘
折

口
五
里
走
行
□
時
□
分
中
程

Eg
己
亥
昏
時
臨
大
卒
任
受
誠
教
北
@
'卒
通
武
賢

E
3牌
□
夜
食
七
分
時
付
誠
北
卒
□
□
十
七
里
中
程二

五
七

二七
?
二

圏
三完

毒
一二

団
二宝

甲
九
四
四
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東

方

撃

報

Eg
十

一
月
発
亥
□
食
.<
侵
辛
口
王
受
呑
遠
卒
賜

図
日
失
付
嘗
曲
卒
････‥

□
合
撒

l
蘇
笛
印

詣
府

Eg

Eg

::::::絹
針

&
.:i
....-
界
中
十
七
Eg

票
･竺

圃
冨
二

三
三
二
TITl

闘
究
三

三
甲
三

国
二
三

14

鮎

巌

相
誓

虹
棚
讐

麻
E3

芸

.(

闘
二宍

･････中
崎
-
･･･E53

15

E
j
日
中
付
第
八
卒
遼

三
五
三

1

図
二〇
四

甲
実
0

避
樽
も
戊
卒
の
重
要
な
公
務
の

一
つ
で
あ

っ
た
｡
北
の
居
延
都
尉
府
か
ら
繭

の
肩
水
都
尉
府
､
張
枚
太
守
府
な
ど

へ
速
達
さ
れ
る
南
題
､
ま
た
逆
に
南
の
脹

液
太
守
府
､
肩
水
都
尉
府
な
ど
か
ら
北
の
居
延
都
出
府

へ
迭
ら
れ
る
北
鼻
は
､

そ
の
郵
遮

コ
ー
ス
に
あ
た
る
位
牌
の
戊
卒
が
所
定
の
匡
問
を
受
持

っ
て
つ
ぎ
つ

ざ
と
遮
樽
し
て
い

っ
た
｡
そ
の
際
､
遮
樽
の
任
に
詰

っ
た
戊
卒
の
名
と
郵
便
を

受
け
渡
し
し
た
時
刻
､
お
よ
び
受
け
渡
し
し
た
成
卒
の
折
尾
と
名
を
記
す
こ

と

ト
e
ト
T
L
+

二
五
八

に
な

っ
て
い
た
｡
こ
れ
が
こ
こ
で
扱
う

｢
郵
苫
｣
で
あ
る
｡

a
は
南
書
､
b
は
北
書
の
グ
ル
ー
プ
で
､
b
12
-
15
に
は
南
北
い
ず
れ
か
不

明
の
も
の
そ
の
他
を
収
め
た
｡
ロ
ー
ウ

ェ
氏
は
南
書
､
北
書
と
も
M
D
3
に
一

括
し
て
い
る
｡
な
お
甲
:L12i
似
官
所
轄
直
域
内
の
遮
樽
ル
1
-
に
つ
い
て
は
第
二

章
に
お
い
て
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
｡

1234

ニ

｢
奉
遷
｣

Eg
出
場
上
蓋
火

1
通

元
延
二
咋
七
月
辛
未
Eg

完
･ニ0

悶
三
雲

(閲
版
8
)

Eg

十
二
月
己
巳
夜
食
卒
憲
受
州
井
卒
被

E5g
拭
薪
日
入
三
分
餅
庭
勝
島
周
安
付
珍
北
田

入
幡

1
績
薪
夜
入
播

1
枯
E
j

t八五
･三

間
二六
五

甲
10
六
八

一パ
〓
ハ
闘
二空

甲
突
三

二
究

･
1

二

間
三二
四

ー
1
.換

一

闘

摘

随

感

mM

巌

徽

8

J

版囲

｢~

書

'



信
能
の
停
達
も
ま
た
重
要
な
公
務
で
あ
る
｡
こ

の
信
淡
の
こ
と
を
拳
と
い
い
､

馨
に
は
表
､
煙
､
火
､
積
薪
の
四
種
が
あ

っ
た
｡

表
も
し
く
は
蓬
は
旗
や
吹
流

し
の
類
､
蛭
は
の
ろ
し
､
火
は
宝
火
す
な
わ
ち
た
い
ま
つ
､
積
薪
は
薪
を
積
み

,-I=]/

上
げ
た
も
の
に
火
を
つ
け
て
燃
や
す
信
淡
で
あ
る
｡
い
ず
れ
も
蓬
品
と
よ
ば
れ

る
規
則
に
よ

っ
て
蓋
間
､
夜
間
お
よ
び
緊
急
の
度
合
に
魔
じ
て
使
い
わ
け
さ
れ

た
｡
ロ
は
こ
う
し
た
信
故
の
受
信
､
迭
信
の
記
録
で
､
こ

れ
が
候
宮
で
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
が
H
A
Ⅱ
こ
の

｢
奉
書
牌
別
名
｣
で
あ
る
｡

Ⅱ

器

物

イ

｢
守
衛
器
簿
｣

56781234

‖
リ･234

1･2一34

a
出
六
石
撃
犀

1

出
糸
承
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東

方

学

報

て
官
給
品
で
あ
り
､
末
端
の
候
や
牌
に
封
し
て
は
候
官
が
支
給
と
管
理
の
任
に

苦

っ
た
｡

a
は
候
官
に
お
け
る
備
品
支
給
簿
の
簿
録
で
あ
る
｡

b
は
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
M
D
7
と
し
て
あ
げ
､
縫
牌
に
封
す
る
備
品
敬
行
の
記

録
表
で
あ
る
と
い
う
｡
恐
ら
く
候
官
が
備
品
を
支
給
す
る
ご
と
に
記
入
し
た

一

種
の
テ
ー
ブ
ル
で
､
候
官
に
は
各
備
品
ご
と
に
こ

う
し
た
テ
ー
ブ
ル
が
備
え
つ

け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
簡
番
故
六
八

･
7
八

(圏
雪
八)
と
二
二
七

･
四

(囲
三四二)
を
こ

の
グ
ル
ー
プ
に
収
録
し
て
い
る
が
､

こ
れ
は
明
ら
か
に
物
指
し
で
あ
る
｡

C

は
候
官
に
お
け
る
備
品
支
給
の
総
計
な
ら
び
に
在
庫
を
記
し
た
も
の
で
､

帳
尻
に
相
富
す
る
簡
で
あ
る
｡
各
月
ご
と
に
､
そ
う
し
て
年
に
よ

っ
て
集
計
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
｡

C
4
の

｢
礎
出
入
｣
の
例
は
Ⅰ
イ

-
18
に
も
み
え
る
｡

d
は
各
候
牌
の
備
品
な
ら
び
に
備
品
の
破
損
状
況
を
粘
槍
報
告
し
た
も
の
で

あ
る
｡
備
品
の
破
損
し
た
も
の
に
つ
い
て
は

｢
折
傷
兵
簿
｣
(
7七九
･六

圃
八三

甲

10
1W)
と
か

｢
兵
完
堅
折
傷
簿
｣
(墾
109)
と
い

っ
た
帳
簿
の
あ

っ
た
こ

と
が
知

ら
れ
て
お
り
､
d
の
う
ち
関
係
の
簡
は
こ
う
し
た
帳
簿
の
簿
録
を
な
す
も
の
で

あ

っ
た
｡
ロ
ー
ウ
ェ
氏
で
は
M
D
19
に
収
録
す
る
｡な
お
備
品
の
中
に
は
そ
れ
が

い

っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
判
ら
な
い
も
の
が
多
い
が
､
兵
器
に
つ
い
て
は
勢
戟

｢仰山)

氏
の
考
竃
が
あ
る
｡
そ
れ
に
つ
け
加
え
て
い
え
ば
､
具
鴛
は
常
備
の
撃
'
承
鴛
は

後
備
の
鴛
で
あ
る
｡
大
黄
は
強
力
な
琴
の
こ
と
｡
長
管
は
鴛
の
中
央
の
腕
木
｡

承
絃
は
後
備
の
鴛
｡
撃
幅
は
鴛
を
入
れ
て
お
-
袋
の
こ

と
｡
貢
矢
は
短
い
矢
､

真
矢
は
長
い
矢
｡
鍛
は
金
属
製
の

｢
や
じ
り
｣
｡
蘭
､
版
は

｢
や
な
ぐ
い
｣
の

二
六
四

類
.
探
目
は
照
尺
器
｡
韓
射
は
驚
床
の
こ
と
｡
有
方
は
或
戦
の
類
'
擬
雷
は

｢か

ぶ
と
｣
で
あ
る
｡
ま
た
d
15
の
疾
利
は
疾
泰
で
忍
者
な
ど
の
用
い
る
｢
ひ
し
｣
と(28
)

同
種
の
域
製
品
､
d
32
の
架
は
弓
の
整
形
を
防
ぐ
た
め
の

｢
ゆ
だ
め
｣
で
あ
る
0

な
お
そ
の
ほ
か
に
狗
寵
は
犬
か
ご
.
門
閥
は

｢
か
ん
ぬ
き
｣｡
韓
櫨
は
信
涜
用

の
杜
に
使
用
す
る

1
種
の
擁
櫨
か
.
縄
索
は
表
や
蓬
を
あ
げ
る
た
め
の
縄
か
.

表
､
蓬
､
茸
火
､
積
薪
に
つ
い
て
は
､
す
で
に
説
明
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
｡

e
も

｢
折
傷
兵
簿
｣
の
類
で
あ
る
が
､
d
と
異
る
と
こ

ろ
は

一
種
類
の
器
物

に
つ
い
て
そ
の
破
損
の
状
況
を
記
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
｡

推
測
の
域
を
脱
し
な

いが
､
d
は
定
期
の
報
告
で
あ
る
の
に
封
し
､

e
は
随
時
､
修
理
な
ど
の
た
め

に
候

官
に
遮
ら
れ
て
き
た
破
損
器
物
の
接
え
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
で

あ
ろ
う
か
｡

f
は
兵
器
そ
の
他
の
器
物
名
と
数
量
だ
け
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
候
官
に

お
け
る
各
備
品
の
在
庫
数
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

g
は
書
式
か
ら
い
え
ば
d
の
備
品
の
各
項
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ

｢
負
幾
算
｣
の

文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
場
合
の
負
算
は
減
鮎
の
意
で
た
と
え
ば
負

一
算

と
は
減
粘

一
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
｡
こ

の
種
の
簡
は
備
品
の
整
備
状
況
を
査
閲

し
た
記
録
で
､
未
整
備
の
個
所
あ
る
い
は
件
数
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
規
準

に
し
た
が
っ
て
減
鮎
が
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ

れ
は
す
べ
て
管
理
者
の

責
任
で
あ
り
､
管
理
者
の
功
努
の
計
算
に
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
H
B
a

lOと
13
に
み
え
る

｢
四
時
簿
算
｣
｢簿
録
簿
算
｣
は
､
こ

の
種
の
簡
と
関
係
が

rF,)

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
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東

方

学

報

誠
北
廉
卒
牒
得
金
員
里
孟
奴

有
方

1

Eg

E
j市
年
珊

丁

有
方

E
L･
二
七

固
三
七
七

第
廿
麻
卒
口
丘
定

有
方

7
双
生

右
卒
兵
受
居
延

甲
二ハ宍

田
卒
魂
郡
具
丘
安
昌
塁
李
□
葉
矢
五
十

Eg

三

四
･
三

ハ

圃
天

二

三

二

一

団

三
六
七

八
二
･
九

圃
三
六

d

l

戊
卒
牒
得
□
□
署

封
建
因
病
死

詣

議

S
f
l百
冊

株

1
両

初
元
五
年
九
月
庚
午
折
口
□
令
史
□
□
欝
甘
四
-
-

二
八
七
･
二
四

囲

三
三
六

遥
境
に
勤
務
す
る
戊
卒
に
封
し
て
は
､
戊
卒
が
携
帯
し
た
り
或
は
郷
里
か
ら

遮
ら
れ
て
-
る
衣
服
の
は
か
に
､
現
地
に
お
い
て

l
定
の
衣
服
と
兵
器
が
支
給

さ
れ
た
｡

a
は
そ
の
う
ち
の
戊
卒
の
衣
服
の
-
ス
ト
で
あ
る
｡
嚢
は
上
衣
､
抱

は
嚢
の
下
に
着
る
内
衣
､
袴

(袴
)
は
ズ
ボ
ン
状
の
下
表
､
畢
衣
は
ひ
と
え
の

(糾
)

着
物
､
株
は
靴
下
､
履
は

｢
は
き
も
の
｣
で
あ
る
｡
禰
は
綿
入
れ
の
じ
ゅ
ぽ
ん
､

裳
は
皮
製
の
衣
服
を
い
う
｡
物
品
名
の
上
に
官
と
あ
る
の
は
官
給
品
､
私
と
あ

る
の
は
私
物
で
あ
る
｡
官
物
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
て
官
と
も
私
と
も
書
い
て

な
い
の
は
､
私
物
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

b
は
衣
服
の
受
儀
簿
の
簿
銀
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
衣
服
が
官
給
品
で
あ
る
の

か
､
ま
た
は
郷
里
か
ら
遮
ら
れ
て
き
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
､
お
そ
ら
く
官

給
品
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
o

P
印
は
受
儀
し
た
と
い
う
チ

ェ
ッ
ク
で
あ
る
｡

C

は
戊
卒
な
ど
の
所
持
す
る
兵
器
は
か
器
物
の
-
ス
ト
で
あ
る
｡
C
2

､
3

を
み
れ
ば
'
戊
卒
に
お
い
て
も
兵
器
の
完
好
'破
損
の
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ

二
六
六

と
に
な

っ
て
い
た
ら
し
い
.
ロ
ー
ウ

ェ
氏
で
は

C
の
タ
イ
プ
を

M
D
18
に
分
類

す
る
｡

こ

う
し
た
戊
卒
の
所
有
す
る
衣
服
､
兵
器
類
の
内
容
を
記
し
た
筒
は
､

H
A

Ⅱ
ロ

3
の

｢
卒
被
兵
簿
｣
と
よ
ば
れ
る
帳
簿
の
簿
録
を
な
す
も
の
で
あ
る

｡

d
は
H

A
Ⅱ
ロ
5
の

｢
戊
卒
病
死
衣
物
名
籍
｣
に
富
る
も
の
で
あ
る
｡

Ⅳ

見
鎮
出
納

イ
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入
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｣
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あ
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史
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史
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簡
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簿
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は
し
)
な
ど
に
及
ん
で
い
る
｡
ま
た
d
9
に
大
葬

(
な
ず
な
)
や
介
す
な

わ
ち
芥

(
か
ら
し
な
)
の
種
を
買

っ
て
い
る
の
は
菜
園
で
野
菜
づ
-
り
を
す
る

た
め
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
T｡
8
に
み
え
る
輿
は

『
秤
名
』
に

｢
板
の
長
さ
三
尺
な

る
者
也
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
長
さ
三
尺
の
木
の
細
長
い
板
の
こ

と
で
､
こ
れ
を

切
断
し
て
木
簡
を
つ
-
る
の
で
あ
る
.
こ
れ
に
よ
り
､
書
寓
材
料
で
あ
る
木
簡

も
購
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
｡

巳
は
勝
島
お
よ
び
戊
卒
の
見
識
受
領
簿
で
あ
る
｡
2
､
3
､
4
は
い
ず
れ
も

同
形
式
の
簡
で
､
部
卒
名
､
牌
卒
名
と
金
額
の
ほ
か
下
の

｢
某
月
干
支
閣
｣
が

同
筆
で
書
か
れ
､
｢
畢
｣

と

｢
某
月
干
支
自
取
口
｣

と
は
別
筆
で
記
入
さ
れ
て

い
る
｡
｢
ロ

(
チ
ェ
ッ
ク
)｣
は
受
取

っ
た
と
い
う
し
る
L
で
あ
り
､
そ
れ
は

e

l
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
｡
こ

れ
に
封
し
て

｢
畢
｣

と
は
支
排
い
済
み
と
い

う
記
入
で
あ
る
｡
問
題
は
こ
れ
ら
の
見
鎖
が
ど
う
い
う
種
類
も
し
-
は
内
容
の

居
延
漠
簡

の
集
成

二

も
の
で
あ

っ
た
か
で
あ
る
o

e
l
の
七
十

1
鏡
は
よ
く
判
ら
な
い
が
､
た
と
え

ば
g
l
に
み
え
る
菜
銀
､
月

(
肉
)
鏡
の
類
で
あ
ろ
う
か
o
ま
た
2
以
下
に
つ

い
て
は
､
次
の
ロ

｢
吏
受
奉
名
籍
｣
の
f
l
の
簡
に
吏
の
奉
鏡
と
並
ん
で
卒
の

閣
銀
と
い
う
も
の
が
記
さ
れ
て
お
り
､

巳
の

｢
閣
｣
と
は
こ

の
閣
鏡
を
指
す
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
だ
そ
の
場
合
に
､
戊
卒
は
基
本
的
に
は
義
務

と
し
て
連
環
の
勤
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
衣
服
､
兵
器
､
食
糧
な

ど
は
支
給
さ
れ
て
も
俸
鏡
は

一
文
も
支
給
さ
れ
な
か

っ
た
｡
そ
れ
は
後
の
俸
鎖

の
簿
録
に
戊
卒
関
係
の
も
の
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ

る
｡

｢
閣
｣
が
閣
鏡
で
あ
る
こ
と
が
判

っ
て
も
､
そ
の
責
櫨
は
な
お
不
明
で
あ
る
｡

f
は
見
銀
の
総
額
お
よ
び
飴
鏡
の
絶
額
を
記
し
た
も
の
で
､
｢鋳
出
入
簿
｣
の

帳
尻
の
類
で
あ
る
｡

g
に
は

｢
鑓
出
入
簿
｣
の

a
-
-
以
外
の
も
の
､
お
よ
び
断
簡
を
採
録
し
た
｡

g
8
の
就
鏡
と
は
雇
傭
者
に
支
排
わ
れ
る
賃
金
で
あ
る
O

ロ

｢吏
受
奉
名
籍
｣

a

l

第
廿
八
陳
長
程
豊

十
月
奉
九
百

二八六
･1七

国
三0
1
甲
l五六
1
(囲
版
11
)

2

莫
山
勝
島
董
影

五
月
奉
鏡
九
Eg

八九
三

園
丁書

聖

1
1

3

第

一
條
長
王
宮
年

十
二
月
奉
Eg

四四
･二

囲
≡
一

4

E3
長
周
姶

十

l
月
奉
鏡
九
百

□
□

二六七
･三

国
二七〇

甲
苗
〇二

5

第
廿
三
候
史
淳
子
良

十

一
月
奉
鏡
九
百

Eg

二六七
･二七

圃
二六九
甲
1BO七

二
七

一
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餅
庭
候
長
王
塞

三
月
奉
鎮
千
二
百

E
j

Eg
五
月
奉
鋳
六
百

二六四
三
四

囲
19五

E
3

三
月
奉
Eg

lP
六
･
三

国
二四〇

尉
史
李
卿
六
月
轟
八
月
奉
銭
二
千
七
百

第
廿
二
藤
島
史
豊

八
月
線
鏡
九
百

第
十
士
吏
陳
義

四
月
轟
六
月
線
Eg

ニ究
･二六

圃
三壷

二
ハ
1
･
1

二

圃
二塁

甲
突

1

三

四

二
五

圃
三
宍

甲
三

〇

六

二
一?
五

甲
二
重

二
七
二

一天
二
九

囲
二八八

私

記

±

月
発
巳
士
吏
晋

望

吏
張
彊

口
□
軍
六
百

侯
長
胡
覇
三
□

出
銭
三
･･････-
五
十

諾

讐

讃

詣

百

武
彊
牌
長
口
□
六
百
五
十

四?

二〇
囲
二六六

三
四
･10
1
図
四五〇

驚
虜
嬢
長

富
□
Eg

倶
南
鷹
長

王
□
ESj

倶
起
床
長

□
昌
六
百

17 16 15 14

図

八
月
線
鎖
Eg

六
三
四

囲
1元

侯
史
所
望

正
月
奉
8
E
l
l匹
直
九
百
∩
班
覧

確
父

甲
:1竺
･へ

Eg
十
二
月
奉
用
吊
直
九
百

Eg

二元
･二三

固
二〇七

Eg
九
月
線
用
烏

1
匹
四
寸

Eg

二
六
六

･
1
五

固
三
三

･

-
_
_

.:･.･
･

-

･

･:
･

Eg
三
月
線
用
盤
十
九
斜
五
斗

Eg

三
四
二
〇
団
二宅

八九
二
二
囲
二三三

678901

廿
六
牌
-
-
⊂
□
□

廿
八
麻
-
-
率
六
百

出
･･････州
1
鷹
-
･-
･奉
三
百

二ハ0
･五

固
五〇七

甲
九実

刑
二
牌
-
-
奉
四

冊
四
牌
-
-
月
奉

出
賦
鏡
八
寓

1
官

給
佐
吏
八
十
九
人
十
月
奉

甲
豊
七
(圃
版
11
)

出
賦
鏡
二
千
七
百

絶
命
史
三
人
七
月
積
三
月
奉

一

六一
･
五

困
二九三

一〇四
三
五=三二六
二
二

囲
≡
0
甲
六

二

出
銭
四
千

給
尉

一
人
四
月
五
月
奉

出
鏡
六
百

給
止
害
騰
長
李
滞
十
二
月
奉

二二?
二=
二

固
二八六

甲
≡
宍

1八
･170

囲
五三

甲
二四
1九

十
二
月
戊
午
令
史
敵
付
誼

b
早

二
月
吏
奉
鏡
五
言

百

讐

7
5

牌
長
六
人

五
鳳
元
年
正
月
丙
子
尉
史
毒
王
付
帯
廿
八
線
長
厳
春
世
卒
弘
孫
辞
非

三
二
二四

囲
四至

甲
l六突

出
鏡
･･･-
-
百

其
千
二
百
□
巳
験
長
徐
□
十
月
十
一
月
奉

･･･-
第
十
七
候
長
鄭
彊
十
月
十
7
月
奉

十
二
月
丙
申
令
史
弘
取
付
尉
史
彊

三三
二
-
1〇三
･二

圃
六
四

･･････月
奉
銭
千
二
百

田
給
四
月
奉
鏡
千
二
百

五
月
奉
鎖
千
二
百

河
卒
二
年
五
月
辛
丑
操
常
付
士
吏
宗

171615 14 1312 ll

出
損
千
二
百

給
第
E
j

八
･九

出
損
五
百

給
呑
Eg

l二≡
10

出
損
六
百

ESd

二

三
七
･
111

E
3

給
候

1
人
七
月
債

l
月
奉

出
銭
二
千
七
十
給
逆
胡
麻
長
ESg

出
臨
木
候
史
鏡
千
二
百

ESj

出
損
六
百
第
四
熔
長
安
世

Eg

圃
1人四

囲
妄
四

囲
五
四六1四三
10

困
三究

甲

八二

七二
主
五

囲
一八五

七二
･四〇

図
一八六

10
1･1九

図
四二七
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C
不
侵
頼
長
高
仁

集
月
藤
畠
三
文
三
尺

八
月
甲
寅
自
我

爆
長
孫
呂
取
TL

丸字
七

囲
二八〇

□
□
□
守
番
夫
王
光

十

一
月
奉
鏡
七
百
廿

十
二
月
辛
酉
□
口
□
□

亨
1八

団
至
八

Eg

-
････二
年
十
二
月
轟
三
年
正
月
積
二
月
奉
鏡
千
四
百

十
二
月
丙
反

日
取

口

九五
･
一〇

固
二八
一

呑
遠
部

照

鵬
評

取

今
取
三
千
六
百

区

…

囲
二.
二

d
居
延
甲
渠
候
長
張
忠

未
得
正
月
蓋
三
月
積
三
月
奉
用
鋳
三
千
六
百
己

威
聾

三
五
･
五

団
五〇
九

甲
二男

(囲
版
11
)

居
延
甲
渠
侯
史
王

武

夫
得
正
月
蓋
三
月
積
三
月
奉
用
鏡
千
八
百
巳
底

畢

五〇七
･四

囲
二
五

甲
二〇
六

居
延
甲
渠
第
二
牌
長
左
等

未
得
十
月
轟
十
二
月
積
三
月
春
用
鏡
千
八

百
巳
戚
聾

二六
二
九
-･三〇

圃
垂

甲
完
八

Eg
□

未
得
四
月
蓋
六
月
積
三
月
奉
用
鏡
二
千
七
百
巳
賦
筆

写
云

困
三夫

甲
二六

123456789

居
延
甲
渠
次
呑
頗
長
徐
昔
時

未
得
七
月
轟
九
月
積
三
月
奉
用
鏡
千
八
百

紳
爵
二
年
正
月
舞
午
除

巳
得
就
鏡
千
八
百

悪
人

困
三
四

甲
三先

(困
版
11
)

品

性

語

録
朋
謂

嘩

ハ
百

四≡

固
二宅

嗣
讐

軸
謂

発

紀

Eg

:六
≡

讐

1

.

.
･

･
･

1

-

_･_

_-

河
卒
八
年
七
月
王
子
除

巳
Eg

宍
･芸

囲
一八O

Eg

誼

即
鞄

雷

蔵
三
月
奉
用
筆

八
百

八
三

"
1
璽

二(

12 ll10

盈

朋
空

Eg

四八四
･六

国
二宍

Eg

己
得
三
月
発
亥
轟
丁
丑
積
十
五
日
奉
用
鏡
二
ハ
百
日
取
E
j

F53
己
得

七
月
義

九
月
積
三
月
奉
Eg

宍
二
三

固
1tJ11

B
j

巳
得
九
月
奉
鋳
六
百

10
1二
五

固
四二七

ESj

得
十
月
奉
用
湧
六
百

一七四
･完

囲
二
ハ七

四･二六
圃
三夫

田
口
□

未
得
七

月
轟
九
月
積
三
月
奉
用
鏡
九
千

ESd
四
月
義
六
月
積
三
月
奉
用
Eg

二六二
･二
〇

囲
三重

e

三
七
･二八

囲
三
七

123

E;

吏
奉
銀
十
五
常
七
百

甲
渠
候
塞

卒
開
銀
六
苫
四
千

卒
吏
銀
己
敬

習

奉

舶
瑠

□
Eg

十
月
奉
Eg

口
銭
六

-
･･･

私
秦
二
百
廿
二

八
月
見
穀

二三七
二
二

囲
五
四六

一四二
･三

固
二元

二
六
四

二
f

図
二
石

4

[コ

出出出入
二九八鏡
四
百
六
十
八

●
凡
見
八
千

一
百
六
十
四

百
蹴
士
吏
辛
明

百
廿

7航
尉
史
輔

.p百
･･････

居

延
漢
筒

の
集

成

二

出
千
以
既
卒

飴
二
千
九
十
二

出
四
百
柵
徐
得
正
月
廿
二
日
奉

二
七
三
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飴
鎖
千
八

十□

Eg

哩

.I.電

撃
++t.之
輔
各
二
月
奉

出
･･････口

嬢長珊
倍
率

●
飴
七
千
六
百
九
十
八

(表
面
)
191三
五

闘
二七二'二七三
甲

九
八
〇

官

紀
棚
詣

折
詰

五
十
在
震

所
徴
粟
少
十
五
右

前
粟
計
日
計

之

望

千
二
百

剛
諾

潤

｢
Eg

又
前
車
計
馬
収

名
日
計
少
粟
･‥

天
六
こ
宅

圃
二
塁

1(0
･二五
固

≡

九

ll10 9

二
七
四

B
]

奉
飴
鏡
四
ES3

1O
I･P

周
四二七

斗
食
吏
三
人

t
月
奉
用
鎖
二
千
七
百

l
歳
奉
用
鏡
三
常
二
千
凹
百

四
･二

国
王(0

甲
ニ0
(団
版
11
)

Eg

l
歳
奉
用
鏡
三
宮

六

千

二七〇
･三

国
三五O

Eg
奉
鏡
三
寓
八
千

1
百
州
ロ
E
J

三四
･二八

開
二三

Eg
月
益
三
月
積
十
二
月
奉
用
銀
常
四
千
四
百

(B
･1ニ0
固
二
七
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甲
菜
宮
口
ロ

l
百
七
人
察
口
将
軍
l
月
線
用
鏡
十
嵩
八
千
八
百
五
十

二八六
二
〇

囲
二
四三

13

金
曹
調
庫
賦
鎮
寓
四
千
三
だ

二元
･二八
困

二
〇
六

14

回

戚
鏡
四
高
二
干

天
0

二
七

図
三
九

15

四

賦
飴
鏡
千
三
百
廿
九

E3

二
〇
･二
六

囲
1皇

a
は
個
人
別
に
吏
の
肩
書
と
姓
名
の
下
に
月
と
俸
鏡
の
額
を
記
載
し
た
も
の

で
'
一
月
単
位
に
つ
く
ら
れ
る
の
が

｢
某
年
某
月
吏
受
奉
名
籍
｣'
数
カ
月
に
わ

た
る
も
の
が
た
と
え
ば
H
A
Ⅳ
ロ
2
の

｢
居
播
元
年
十
二
月
蓋
二
年
正
月
吏
受

奉
名
籍
｣
で
あ
る
｡
俸
鏡
支
排
い
墓
帳
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
線
と

い
う
表
現
は
王
弄
時
代
国
有
の
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
俸
給
は
本
来
見
鎖
で
支
梯

わ
れ
る
の
が

T
般
で
あ

っ
た
が
､
時
に
は
畠
や
臓
血そ
の
他
で
支
排
わ
れ
た
こ
と

は
13
以
下
の
諸
例
で
知
ら
れ
る
｡
な
お

a
の
う
ち
下
牛
分
を
軟
い
て
い
る
筒
の

中
に
は

c
l
､
2
の
よ
う
な
簡
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
｡

a
は
ロ

ー
ウ
ェ
氏
で
は
M
D
12
に
み
え
る
｡

b
は
俸
鏡
を
支
探

っ
た
出
納
簿
の
簿
録
で
あ
る
｡
13
と
18
の
六
百
銀
は
10
に

よ
り
牌
長
の

一
月
の
俸
鏡
と
み
て
こ
こ
に
採
録
し
た
.
ま
た
11
の
千
二
百
銭
は

d
l
よ
り
し
て
候
長
の
一
月
の
俸
唐
の
額
で
あ
る
｡
た
だ
17
の
候
史
千
二
百
鏡

と
い
う
の
を
俸
銭
と
と
れ
ば
'
候
史
は
d
2
'
d
5
よ
り
す
る
と
俸
鏡
は
六
百
-

九
百
鏡
で
あ
る
か
ら
､
千
二
百
鏡
は
少
し
高
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
｡
同
様
に

16
の
二
千
七
十
鏡
を
牌
長
の
三
月
分
の
棒
銀
と
み
れ
ば
､

l
月
六
百
九
十
歳
と

い
う
牌
長
の
俸
鏡
が
あ

っ
た
こ

と
に
な
る
｡
た
だ
俸
鏡
は
必
ら
ず
L
も

1
定
し

て
い
た
と
は
限
ら
な
い
し
､
ま
た
同
時
期
の
同
じ
官
職
で
も
重
要
さ
の
度
合
い

居
延
漠
簡

の
集
成

二

に
歴
じ
て
差
が
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
､
い
ち
お
う
こ
こ
に
牧
め
た
が
､

あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
簡
は
俸
銭
以
外
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
b

の
一
部
は
ロ
ー
ウ
ェ
氏
の
M
D
ll
に
収
録
さ
れ
て
い
る
｡

C

は
棒
銀
の
受
領
簿
で
あ
る
.
C
4
は
候
史
､
勝
島
の
俸
鏡
を
そ
れ
ぞ
れ
六

百
鏡
と
し
て
､
二
月
分
の
俸
鏡
で
あ
る
｡

d
は
未
排
い
の
俸
銭
を
後
日
支
給
し
た
と
い
う
記
録
簿
で
あ
る
O
官
職
名
､

姓
名
以
下

｢
巳
賦
畢
｣
ま
で
す
べ
て
同
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
｡

e
も
d
と
同
様
に
俸
銀
の
遅
沸
い
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
｢
巳
得
｣と
か

｢
自
取
｣
と
い
う
文
節
か
ら
し
て
､
こ
れ
は
未
沸
い
の
俸
鏡
の
受
領
簿
と
考
え

ら
れ
る
｡
何
ら
か
の
事
情
で
内
地
か
ら
の
減
損
の
到
着
が
遅
れ
た
た
め
の
結
果

で
あ
る
｡
H
A
Ⅳ
ロ
5
お
よ
び
4
に
あ
げ
た

｢
吏
奉
威
名
籍
｣
と
は
､
内
容
的

に
は
こ
の
種
の
よ
う
な
簡
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

Ⅰ
は
棒
銀
の
総
額
､
お
よ
び
差
し
引
き
し
た
飴
鏡
の
絶
額
を
記
し
た
帳
尻
の

類
で
あ
る
｡
-
l
は
必
ら
ず
L
も
俸
鏡
だ
け
で
は
な
い
が
､
甲
渠
候
官
の

1
月

の
俸
鎖
の
絶
額
が
み
え
る
の
で
､
い
ち
お
う
こ

こ
に
分
類
し
た
｡
ま
た
13

-
15

の
賦
鏡
も
必
ら
ず
L
も
俸
鏡
だ
け
と
は
限
ら
な
い
が
､
い
ち
お
う
こ
こ
に
入
れ

て
お
く
｡

Ⅴ

食
糧

イ

｢
穀
出
入
簿
｣

二
七
五
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a
入
粟
大
石
廿
五
石

十
二
月
丁
亥
令
史
□
受
陽
里
王
五

四

≡

･
三

固
一宅

甲
二二五

人
乗
大
石
二
十
五
石

細
町
踊
侯
官

始
建
翌

年
｣ハ
月

令
史

受
讐
家

首
途
里
王
護

l六
･二

固
三〇四
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版
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入
粟
大
石
廿
五
石

革

一

両
五
月
乙
末
口
E
g
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二
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圃
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甲
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入
粟
大
石
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石
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紺
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宗

ロ
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Eg
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ハ

圏
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入
粟
大
石
廿
五
石

車

l

繭

Eg

莞
･17
固
二五
O

Eg
九
十
九
石
垂
二
両

建
卒
二
年
十
月
発
未
甲
渠
命
史
宗
受
城
倉
命
史
葦

八四
･壱

囲
二宍

甲
宍
六

□
口
二
十
二
石

配

開

始
建
璽

ハ
年
二
月
己
丑
按
□
守
尉
Eg

二
六
六
･

三二
甲
言
方
三

Eg
石

五

月
辛
亥
甲
渠
令
史
誼
受
富
遊
里
張
容

喜
l･蓋

圃
二天

甲
八
三

ESj小
石
十
六
石
令
史
受
口
□
Eg

lO
四
･二七

圃
1ニ二二

入
来
十
二
石

槍
裏
五
千
二
百
廿
五
石
合
五
千
二
百
珊
七
石

受
城
塞

g

二
二
･三

困
二〇二

甲
六天
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二
七
六

恩

照
小
編

砧
石

□□Eg

喜

固
三
五･六
〇五

四
三
百
五
十
ロ
ロ
ロ
六
升
少

其
二
百
九
十
四
石

1
斗
六
升
少
乗

積
候
官
Eg

三九
･1苗

囲
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入
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石
口

確

口
□
□
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Eg

二
六

1
･
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圃
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受
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月
飴
穀
甫

一
千
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百
五
十
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石
二
斗
三
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少

詔
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百
Eg
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固
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穀
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口
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F
J

入
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石
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1
右
六
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六
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固
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□
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固
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123456789

b
出
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廿
右

付
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□
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月
食

実
･二〇

固
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出
粟

1
石
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斗
三
升
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付
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北
候
官

以
食
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蓬
田

圃
五
二
甲
四七

六

二八

出
来
珊
石

十
二
月
以
食
卒
十
五
人

Eg

二ハ0
･八
圏
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甲
畠
八(国
版
12
)

出
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二
石

以
食
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男
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園
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二
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圃
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出
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1
石
五
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陽
朔
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年
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E
j
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六
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Eg
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固
三
10

出
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E
3
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七
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B
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四
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食
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固
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Eg
七
斗

出
梁
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五
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食
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以
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十
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四

二二≡

禦

三
甲
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ニ
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出
八
月
□
□
六
石

神
爵
二
年
六
月
丙
申
E3

写

三

国
蓋

0

1CO

Eg
□

十

1
月
乙
亥
士
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以
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卒
廿
七
人

三五
ま

図
三
〇

甲
童
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l

今
飴
粟
六
石
六
斗
六
升
大

四
享
七

囲
一〇五

2

今
飴
穀
寓
二
千
四
百
七
十
三
石
三
斗
□
Eg

≡
･二
囲
二〇二

3

今
飴
撃

吉

六
石
口
斗
二
升
大

B
(H

ESj

空

讐

0

12345
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三
月
飴
粟
□
千
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八
石

三
□
十
斤
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国
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八

其
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五
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冊
石
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口
E
j
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右
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四
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石
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右
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千
六
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八
十
七
石
積
美
山
亭
部

5

令
史
弘
校
算
廿
三

倉
穀

十
月
簿
飴
栽
稗
程
大
石
六
十

7
右
八
斗
三
升
大

二〇
六
･七

圏
二宍

甲
芸
西

居
延
漢
簡
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集
成

二

181716 15141312ll 10 9 8 7 6

d
千
九
百

1
十

丁
石
六
斗
｣ハ
升
大

二苧

二七

固
二四九

甲
三
五〇

紅
PTi
諾

十
四
右
九
升
少

Eg

喜

〇

璽

二

E
j粟
千
五
百
八
十
七
石
二
斗
四
升
少

二芋

≡

囲
室

□
□
□
口
□

醍

E
jlll語

]:翠

.ll翌

珊
相
棒
讐

折

配
琴

好

評

地
謡

畑
粧
升
Eg

毒

二
田
六

1

En
h

堅

調

音

義

言

Eg

≡
三
品

二〇三

i

･

･

･

∴

･

･･

-
I

盟

和㌍
蒜

㌘

針

J右
葦

四
八
･三

国
三六六

□

粟
一石
七
斗
四
升
□
口

二

八主

因
二二〇

□

馬

大
石
口
三
石
八
斗
八
升

Eg

三
〇
･九

圃
宍
七

Eg
斗
｣
ハ

升
□
□

至
･四七

囲
究
六

ESg
斗
三

升
少

Eg

言
i
･1天

国
二宍

FSj
五
升

ロ
ロ
ロ
ロ
-
-

1九〇
･五

囲
三
二

Eg
九
月
参

1
斜
五
斗

Eg

三
〇
･
入

国
二完

Eg
七
斗
五
升
少

二二五
･
二
二

田
三
〇
八

Eg
月
食

一
石
八
斗

ESj

二二七
･究

国
五失

Eg
四
石

四
石

四
石

四
石

口
□

二悪
･二九

圃
二
四
七

縫
線
に
勤
務
す
る
吏
卒
の
ほ
か
､
戊
卒
と
と
も
に
現
地
に
き
て
い
る
家
族
に

二
七
七
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封
し
て
は
､
富
然
の
こ
と
な
が
ら
食
粒
と
し
て
穀
物
が
支
給
さ
れ
た
｡
穀
物
に

は
粟
､
変
､
稜
程
､
輿
､
梁
米
､
黍
な
ど
が
あ
り
､
漠
簡
中
の

｢
穀
｣
は
こ
う

31捕
E

し
た
五
穀

一
般
の
総
柄
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

a
は
吏
卒
お
よ
び
卒
家
族
に
支
給
す
べ
き
穀
物
を
甲
渠
候
官
そ
の
他
で
受
け

放

っ
た
記
録
で
､
｢穀
出
入
簿
｣
の
う
ち

｢
入
簿
｣

に
雷
る
も
の
で
あ
る
｡
甲

菓
候
官
で
穀
物
が
支
給
さ
れ
た
こ

と
は
Ⅵ
ハ
の
い
わ
ゆ
る
｢詣
官
｣
簿
の
簿
銀
に

51軒
E

よ

っ
て
も
知
ら
れ
､
こ

こ

に
倉
庫

(城
倉
か
)
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
､

申
渠
候
官
所
轄
内
に
は
こ

の
ほ
か
に
も
H
A
V
イ
に
よ

っ
て
判
る
よ
う
に
呑
遠

倉
､
収
虜
倉
､
第
廿
三
麻
倉
､
第
廿
五
倉
､
第
廿
六
倉
と
い
っ
た
倉
庫
が
お
か

れ
て
い
た
｡
し
か
も
こ

れ
ら
の
倉
庫
に
は
そ
れ
ぞ
れ

｢
穀
出
入
簿
｣
な
る
も
の

か
あ
り
､
そ
れ
は
ま
た
候
官
に
提
出
さ
れ
て
甲
菜
候
官
全
鰻
と
し
て
の

｢
甲
渠

候
官
某
年
某
月
敷
出
入
簿
｣
が
作
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡し
た
が
っ
て
甲
渠
候
官

に

｢
敷
出
入
簿
｣
が
あ

っ
て
も
､

a
の
グ
ル
ー
プ
を
す
べ
て
甲
斐
似
宮
だ
け
の

記
録
と
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
｡
こ

の
鮎
は
b
C
に
つ
い
て
も
同
じ
こ

と
で
あ

る
｡

a
b
C
と
も
に
甲
渠
仮
官
を
は
じ
め
と
す
る
恢
官
所
轄
下
の
倉
庫
の

｢
穀

二
七
八

出
入
簿
｣
の
簿
録
と
み
る
の
が
穏
骨
山
で
あ
ろ
う
｡
な
お
舟
庫
に
つ
い
て
い
え
ば
､

こ

れ
ら
甲
渠
候
宮
内
の
倉
庫
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
の
か
､

似
官
全
概
と
し
て
の
食
粍
供
給
機
構
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
湖
な

ど
､
倉
庫
じ
た
い
の
性
格
も
含
め
て
な
お
十
分
明
ら
か
で
は
な
い
｡
大
石
は
粟

の

｢
み
｣､
小
石
は

｢
も
み
｣
の
こ

と
'斗
や
升
の
あ
と
の

｢
大
｣
と
は
大
牛
の

こ

と
で
三
分
の
二
､
｢少
｣

と
は
少
年
の
こ

と
で
三
分
の

一
を
い
う
｡

18
は
敷

物
を
候
官
に
運
搬
し
た
記
録
で
あ
る
が
､
い
ち
お
う

｢
人
数
簿
｣
の
中
に
入
れ

た
｡
ま
た
1
､
2
､
8
の
諸
筒
に
よ
れ
ば
居
延
の

一
般
民
か
ら
敷
物
が
納
入
さ

れ
て
い
る
｡
富
時
居
延
で
は
通
過
の
代
田
農
法
が
行
わ
れ
､
あ
る
程
度
の
自
給

自
足
の
偲
制
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
E
心
わ
れ
る
が
､

7
部
は
内
地
の
ほ
か
､
こ

う
し
た

一
般
民
か
ら
も
供
給
を
う
け
て
い
た
こ

と
を
知
る
｡

b
は

｢
穀
出
入
簿
｣
の
う
ち
の

｢
出
簿
｣
に
相
富
す
る
も
の
の
簿
銀
で
あ
る
0

b
19は
あ
る
い
は
帳
尻
と
し
て

C
に
入
れ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
｡

C

は
穀
物
の
残
高
を
記
し
た
も
の
で
､
い
わ
ば

｢
穀
出
入
簿
｣
の
帳
尻
に
苦

る
0

5
は
文
書
の
性
格
は
異
る
が
､
僚
穀
と
い
う
こ

と
で
､
こ

こ

に
入
れ
た
｡
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な
お
も
､

C
と
も
に
こ

れ
が
甲
渠
候
官
だ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
､

a
で
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
｡

d
は

｢
穀
出
入
簿
｣
の
簿
録
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が

a
､
b
､
C

の

い
ず
れ
と
も
判
ら
な
い
も
の
を
収
め
て
い
る
｡

ロ

｢
吏
卒
裏
名
籍
｣

3
1
Eg
人

五
月
食
用
穀
三
石
Eg

4

田
口
□
□
□

十
月
食
用
穀

三
石

5

E
3
用
穀
六
十
六
石
八
斗

6

Eg
卒
陳
侶

粟
小
石
三
斗
三
升

二三
･五
四

囲
二八
四

E
3

豊
･
l四

囲
二八
一

義
･七

圃
三
三五

甲
二O
E

宅

二
九

固
妄
ハ

a
第
廿
三
部
卒
十

二
月

菓
名

廿

二
人

算
廿
三
卒
李
嬰

第
廿
三
卒
蘇
光

輝
甘
三
卒
郭
亥

第
廿
四
卒
成
定

第
甘
四
卒
石
間

第
廿
四
卒
張
猛

第
甘
五
卒
魯
建

第
廿
五
卒
韓
意

第
廿
五
卒
張
眉

第
廿
六
卒
張
建

第

廿
六
卒
寿
安

閑
冊
素

描
鮮
□

算

廿
七
卒
右
腸

節

廿
八
卒
口
相
恵

7

Eg
粟

一
斗
二
升

用
穀
三
石
三
斗
三
升
少

8

候
長
都
官
梼
程
三
石
三
斗
三
升
少

Eg

9

第
十
三

食
穆
程
三
石
三
斗
三
升
少

101二･四八

田
三
五

甲
六〇
〇

1o

Eg
讃

臥
醐
馳

見
食
二
究

十

一
人

C

1七
六
･豊

国
二買

≡

三
lニ

囲
l四九

甲
七
三
二

卒
口
弓
始
食
梼
程
四
石
Eg

二〇
六
･二
四
囲
二1111T
甲
1重
一

第
廿
八
卒
羊
箕

第
廿
八
卒
馬
贋

第
廿
九
卒
張
巻

第
廿
九
卒
褒
章

第
甘
九
卒
左
傾

罪
刑
卒
鍾
昌

第
珊
卒
高
閲

二四
二
7
囲
二
完

甲

l八二
(囲
版
13
)

□

第
十
八
卒
陳
隠

第
什
卒
張
□

Eg
U

銅
什
仙
紳
輔
難

関
望

軸
酢

E53

第
十
九
卒
張
毒

第

廿
一
卒
呂
□

第
廿
卒
□
弘

第
甘
一
卒
□
口

辺
斗

弄

皿
和
鯛
禅
宗

糖
剤
撃

長

世

止
北
麿
卒
徐
宜

一天
二
九

圃
三
二〇

三

二

･

二
五

囲
二〇五

甲
七至

b
次
呑
慧

徐
富
時
卒

四
人

軍
機
桐
親

舛
別
離
馬

用
雫

石

悪
二
五

固
三
四

甲EIO六

Eg
賢
牌
卒
四
人

用

粟
六
石

二
斗

二
升
大

又
四
斗

四二
･
一九

図
三
四〇

屠

延

漠

筒

の

集

成

二

1

部

口令別令尉令
□史史史史史
食郭郭皇□□
呑充富楚伊合
遠粟来襲粟栗

石石石石右

二
升
少
十
1

二
升
少
十
一

二
升
少
十
一

二
升
少
十
1

二升
少
十
1
月
□
□
目
敏
1

月
ロ
ロ
自
取
l

月
原
子
自
取

口

月
戊
中
日
取

口

月
葵
丑
自
取

口

部
卒
孫
梢
之
粟
三
石
三
斗
三
升
少
十
月
壬
中
日
取
口

鄭
卒
趨
忘
生
粟
三
石
三
斗
三
升
少
十
月
突
酉
自
取
口

部
車
両
定
粟
三
石
三
斗
三
升
少
十
月
突
酉
自
取
口

郭
卒
長
南
粟
三
石
三
斗
三
升
少
十
月
笑
酉
自
取
口

部
卒
孟
延
粟
三
石
三
斗
三
升
少
十
月
巽
西
自
取
口

部
卒
孔
聖
之
粟
三
石
二

部
卒
徐
充
粟
三
石
三
斗
一一

部
卒
王
映
栗
三
石
lll斗
二

部
卒
李
毒
王
栗
三
石

部
卒
業
勝
之
粟
三
石

斗三三 一斗斗三三斗
三升升 月三三升升三
少少少 庚升升少少升

E2] 苗字字音古宇
取一月突発月
口月芙酉酉突
戊酉自白酉
子自取取自
白取口ロ取
.ll.､こし1 ト
ド

二六
｡三

国
四
一四

甲
二〇
〇
(圃
版
13
)

施
刑
桃
勝
之
粟
三
石
十

部

的
盗

詣

三
聖

叫

尉
史
ミ
承
線
粟
三
石
三

三
九
･二〇

圃
二〇
六

二
七
九
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一

四
月
壬
成
自
取
-
-

第
四
麻
長
五
月
粟
三
石
三
斗
三
升
少

卒
成
□
五
月
食
粟
三
石
三
斗
三
升
四
月
英
夫
卒
貌
羽
取

卒
貌
羽
五
月
食
粟
三
石
三
斗
三
升
四
月
英
夫
白
取

卒
□
常
五
月
食
菜
三
石
三
斗
三
升
四
月
糞
未
‥
-
･

毒
7･九

囲
二
元

ス

0
･ニ=
三

固
三

八

15 14 13 12ll10

Eg
沙
麻
長
遺
卿
粟
三
石
三
斗
三
升
少
自
取
口

.
･
･
.

.

'

･

.

..
･

･

i
･･
:i

･･･
･

･--
･
=
･.

第
十

1
牌
長
□
□
月
食
三
石
三
斗
三
升
少
卒
王
利
取

禅
話

朋
讐

聖

聖

珊
甜

柵

二〇
三

九

璽

突

第
十

7
鷹
長
王
延
蓄
粟
三
石
三
斗
三
升
少
□
取
卒
□
□
粟
三
石
三
斗
三
升
少
日
収

栗
･三
三

囲
四讐

常
州
四
腺
最
適
亥
粟
三
石
三
斗
三
升
少
E3

1(0
･
1九

囲
≡
八

第
十
五
騰
長
彰
□
□
三
石
三
斗
三
升
少
ロ

ロ
三
月
乙
丑
卒
□
取

Eg

二七
二
･四〇

囲
童
一

倶
南
擦
長
周
吉
粟
三
石
三
斗
三
升
少
E
3

二
幸

重
二

圃
天

三

三
堆
牌
長
宋
解
粟
三
石
三
斗
三
升
Eg

重
工
ハ

国
王
宍

甲

八三

E
j
候
長
柴
宿
三
石
三
斗
三
升
少
成
卒
減
強
取
口

二八二･三
園

二六二

Eg
長
楊
□
粟
三
石
三
斗
三
升
少
杜
貴
取

E
j

四
･
三
七

岡
三
完
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Eg
l
粟
三
石
三
斗
三
升
少
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押
詰

讐

聖

空

相
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≡

･七

困
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甲
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執
胡
牌
長
呉
宗
粟
三
石
三
斗
三
升
少
世
取
口

卒

柳
世
三
石
二
斗
二
升
少
自
取
口

候
史
胡
延
毒
突
三
石
三
斗
三
升
少
□
取
p

卒
楊
湯
三
石
二
斗
二
升
少
世
取
p

卒
李
何
傷
三
石
二
斗
二
升
少
世
取
口

候
史
延
毒
馬
食
粟
五
石
八
斗
卒
湯
取

口

三
七
･二

囲
四
宅
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E]食
三
石
三
斗
三
升
少
自
取

口

二
章

二

三
国
二〇四

27 26

卒
郭
利
粟
1

Eg
斗
三
升
少
自
取
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卒
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令
史
田
忠

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

一
月
庚
申
白
取

≡

丁

七

圃
三
六

鄭
卒
李
就

寧

二
升

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

1
月
庚
申
自
取

二五
四
･二四

囲
二究

甲
三
三

(団
阪
13
)

部
卒
張
意

撃

二
升

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

1
月
庚
申
自
取

二〇三
･一四

囲
≡

止
害
牌
卒
孫
同

二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

正
月
乙
西
目
取

二七
二
1
囲
三三五

Eg

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

1
月
庚
申
自
取

二七
･10
囲
五〇七

ESj
十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

1
月
庚
申
自
取

1111P
･二二
固
克
丸

田
食

三
石
三
斗
三
升
少

七
月
丙
反
日
取
口

二
幸

1八
田
塁
1
甲
≡
三

E3
三
酎

六
月
乙
亥
自
取

四八二
･五

囲
四三

Eg
升
少

十
月
丁
亥
卒
口
日
放

二
六
六
･
三

甲
二元
四

B
j三
升
少

五
月
口
□
自
取

二

三
･

二四
国
三
六

Eg
升
少

四
月
突
巳
自
取

二完
･七

囲
≡
四

Eg
月
食
三
石
-
･-

八
月
己
卯
自
取

口

三九
･九

囲
t董
一

ESj三
升
少

十

一
月
戊
辰
覇
自
取

二
〇

三
･三六

固
一夏

四

十

一
月
壬
午
白
取

二
三
･外

国
二
二
七

甲
萱
一

Eg

正
月
辛
酉
自
軍

2

品
五
･一八

園
芸

五

甲
八
二

三

E
3自
取
口

一五
四
･二

圃
二重

Eg
白
取
口

1(八
･売

国
三
10

E
3七
嬢
卒
王
良

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

一
月
丙
責
卒
溝
喜
取
口

居

延

漢

債

の
集

成

二

≡

二
〇

囲
二九
三

甲
九栗
､豊
九
(団
版
13
)

19

令
史
鄭
豊

十
二
月

食
三
石
三
斗
三
升
少

十

l
月
丙
寅
□
口
□
Eg

二畜
･二三

固
二二八
甲

≡
五

20

□
□
令
史
田
宣

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十
二
月
辛
酉
卒
韓
有
取
口

三九
･八

国
三実

甲
二八四

21

回
牌
長
王
望

五
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

四
月
甲
午
卒
曹
放
取
口

二八六
･八

囲
三〇
〇

甲
1五
里

22

回
候
長
王
晋

五
月
食
lll石
三
斗
三
升
少

四
月
戊
戊
卒
韓
有
取

口

完

･
六

固
三五二

23

回

五

月
食
三
石
三
斗
三
升
少

四
月
甲
午
卒
徐
憲
政
口

重
･

1

也

固
二実

甲
三八八

24

四

七
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

撃

二
升

六
月
突
巳
高
蘭
取

口

二重
･二六

固
二男

甲
三
四八

30 29 28 27 2625

E
]

十
月
丁
亥
卒
王
段
取

五二
重

岡
完
0

甲
三宅

E
3

八
月
辛
亥
卒
高
匿
取

二

元
二
七

囲
二〇
六

候
長
王
充
粟
三
石
三
斗
三
升
少
十
月
庚
申
卒
護
取

馬
食
稗
程
五
石
八
斗

十
月
庚
申
卒
護
取

一宍
･二

圃
亘

甲
九
二
二

士
吏
声
忠

褒

一
小
石
三
斗
三
升
自
取

又
二
月
食
襲

1
小
石
三
斗
三
升

卒
陳
慈
取

慧
･二
〇
田
二ハ四

甲
四〇
八

甫
歳
族
長
邦
書

三
月
食
粟
三
石
三
斗
三
升
少
Eg

二
IP
･二
二

圃
望

1

甲
一二〇〇

都
卒
史
賜

盤
三
升

十
二
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

十

1
月
E
j

三聖
二

固
四
二

二

二
八

7
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□
胡
険
州卒
張
卒

十
二
月
食
E
3

琴

八

困
二五二

第
十
六
牌
卒
遁
走

十
月
食
移
程
三
石
三

斗

三
升
少

十
月
ESj

宍
･八

圃
二〇〇

□
□
卒
徐
□

七
月
食
三
石
E
j

l四二
三

国
二三
八

部
卒
鳩
縦

粟
六
月
三
石
三
斗
三
升
Eg

l八〇
･1
固
三
八

甲
101云

ESj食
三
石
三
斗
三
升
少

□
月
□
E
j

苧

空

軍

八八

｣] T.ilL二1日

七
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

E3

二

等

八

固
二究

七
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

ESj

二P二
･三八

国
華

五
月
食
三
石
三
斗
三
升
少

Eg

二八三
二

囲
三六三

甲
一四究

三
月
食
三
酎

Eg

二三三
三

国
二八三

E
jl二
月
食
□
□
田

宍

二

六

国
華

Eg
l二
升
少

E

3

空

･
a111
堅

八八

十
七
卒
衣
倉

十
二
月
二
石

四
･
二

田
l天
1
甲
三

43

ロ
ロ

ロ
長ロ
ロ

十

1
月
丙
辰
卒
鋭
護
取
部
卒
十
五
人
食

二〇三
義

川
二､､｣

｢
吏
卒
棄
名
籍
｣
と
は
吏
卒
の
食
糧
配
給
名
簿
で
あ
る
｡
H
A
V
イ
7
に
｢吏

卒
嘗
食
着
実
｣
と
い
う
も
の
が
み
え
て
お
り
､
両
者
に
相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
､

前
者
は
茸
際
に
食
糧
の
配
給
を
う
け
た
も
の
､
後
者
は
配
給
を
う
け
る
べ
き
吏

卒
の
名
簿
で
あ
ろ
う
｡
な
お
こ
れ
ら

｢
吏
卒
棄
名
籍
｣
に
し
て
も

｢
吏
卒
富
食

者
案
｣

に
し
て
も
､
｢穀
出
入
簿
｣

と
同
様
に
各
倉
庫
に
も
備
え
つ
け
ら
れ
て

お
り
､
こ
こ
に
収
録
す
る
簿
録
が
す
べ
て
候
官
だ
け
の
も
の
だ
と
は
断
定
で
き

な

い｡

居
延
漢
簡

の
集
成

二

a
は
食
糧
の
配
給
を
う
け
る
べ
き
者
の
名
簿
で
､
I
と
2
は
候
単
位
で
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
､
3
は
候
か
も
し
く
は
省
卒
の
名
簿
で
あ
る
｡

b
も
食
糧
の
配
給
を
う
け
る
べ
き
者
の
名
簿
の
類
で
､
牌
単
位
お
よ
び
個
人

の
も
の
其
の
他
で
あ
る
｡

C

は
茸
際
に
食
糧
を
受
け
取

っ
た
名
簿
で
､
部
す
な
わ
ち
候
官
を
は
じ
め
､

候

･
熔
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
吏
卒
と
も
に

一

月
の
食
糧
は
粟
で
三
石
三
斗
三
升
猪
で
あ
る
｡
ま
た
三
石
二
斗
二
升
妬
と
あ
る

の
は
小
月
の
配
給
量
で
あ
る
｡
な
お

c
l
に
よ
れ
ば
､
施
刑
す
な
わ
ち
弛
刑
の

も
の
は

一
般
の
吏
卒
よ
り
も
少
-

一
月
三
石
と
差
別
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
こ

の

種
の
簿
録
で
注
目
さ
れ
る
の
は
上
段
の
熔
長
名
に
封
し
て
そ
の
下
の
配
給
量
や
､

｢
自
取
｣
の
字
が
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
た
と
え

ば

C
5
､
7
が
そ
れ
に
苫
る
が
､
こ
の
こ

と
は
前
も

っ
て
Ⅰ
イ
b
の
よ
う
な
麻

島
名
だ
け
を
記
入
し
た
簡
を
つ
-
っ
て
お
き
､
茸
際
に
食
糧
を
渡
し
た
と
患

配
給
量
そ
の
他
が
記
入
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡

d
は
個
人
別
の
食
糧
受
領
簿
で
あ
る
｡

1
-
17
ま
で
は

｢
自
取
｣
す
な
わ
ち

本
人
白
か
ら
受
け
取

っ
た
も
の
､
18

-
28
は
本
人
に
代

っ
て
他
人
が
受
け
取

っ

た
も
の
､
29
以
下
は

｢
自
取
｣

か
あ
る
い
は
他
人
が
受
け
取

っ
た
も
の
か
不
明

の
も
の
で
あ
る
｡
な
お
2
､
3
､
24
､
27
､
30
に
よ
れ
ば
､
食
糧
と
し
て
の
穀

物
の
ほ
か
に
鮭

(月
三
升
)
や
馬
の
食
糧
も
同
時
に
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
｡
d
は
ロ
ー
ウ
ェ
氏
で
は
M
D
8
に
み
え
､
d
30
の
簡
番
琴

二
九
二

二

は
破
城
子
出
土
簡
に
は
な
-
三
九

二

一の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
す
る
｡

二
八
三
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｢卒
家
廃
棄
名
籍
｣

a
倶
起
筆

三
並

讃

飴
譜

鮒
和
義

覧

㌔

穎

秋
大

･
凡
用
撃

二
石
三
斗
三
升
少

二〇三
･
三

園
11(1

二
八
四

い

.

.

I
:.･..

..
･;
押

.

I
.
...1･;
I:
..
.I

●
凡
用
穀
四
石
三
斗
三
升
少

二〇三
二
九

囲
二ハ二

=

＼

∵

=
=

㌦

∴

∴

●
凡
用
穀
四
石
三
斗
三
升
少

云
二
二

固
三三
四

甲
二〇
二

倶
起
牌
卒
丁
仁

母
大
女
存
年
六
十
七
用
穀
二
石

7
斗
六
升
大

弟
大
女
悪
女
年
十
八
用
穀
二
石

一
斗
六
升
大

東
使
女
屑
年
十
三
用
穀

一
石
六
斗
六
升
大

iJ

j

･

..

.
∴

.
･
･
.･･

.
､
.

妻
大
女
君
至
年
廿
八
用
穀
二
石

7
斗
六
升
大

=

∴

∵

∵

.

∴

∴

.
･･

4

●
凡
用
穀
大
石

執
胡
麻
卒
富
鳳

●
凡
用
穀
大
石

武
威
鷹
長
孫
青
肩

●
凡
用
穀
五
石

制
虜
牌
卒
張
孝

二五a
･
二

囲
二三〇

甲
三
0
1

重
大
女
君
以
年
廿
八
用
穀

二
石

一
斗
六
升
大

子
使
女
始
年
七
用
穀

1
石
六
斗
六
升
大

子
未
使
女
寄
年
三
周
穀

7
石

7
斗
六
升
大

言
三

国
二九
四

甲
豊
五
(囲
版

l
)

妻
大
女
謝
年
抑
四
用
穀
二
石

1
斗
六
升

大

子
使
女
於
年
十
用
穀

1
石
六
斗
六
升
大

子
未
使
女
JV
足
年
六
用
穀

1
石

1
斗
｣ハ
升
大

二〇三
･七

囲
三
二

妻
大
女
弟
年
冊
四
用
穀
二
石

7
斗
六
升
大

子
宋
使
女
解
事
年
六
用
穀

一
石

1
斗
六
升
大

191817 161514

Eg

妻
大
女
佳
年
十
八
用
敷
二
石

丁
斗
六
升
大

二〇三
･二七

囲
≡
一

二〇三
･三

国
≡
二

二0
1二･四

囲
≡

E
j年
廿
四
用
穀
二
石
1
斗六
升
大

ESj

≡
一･八

固
三
〇

腰

&Oim
S
J
'斗
六
Eg

二
二
七
･八〇

固
六0
1

Eg

.
凡
用
穀
三
石
三
斗三
升
少

空
･
1四

囲
二
ハ八

Eg

_
凡
用
穀
六
石
五
斗

雪

空

二
囲
二六〇

Eg

凡
用
穀
三
ESj

二
二
七
･

三
二

囲
六〇
一

6

●
凡
用
穀
三
石
三
斗
三
升
少

蓋
･二五

圃
二塁

甲
三豊

妻
大
女
止
耳
年
廿
六
用
穀
二
石

一
斗
六
升
大

制
虜
翠

周
覧

蒜

敗
購
牝
牌
鮎

諾

讃

料
紙
析
大

●
凡
用
穀
六
石

制
虜
勝
率
張
放

驚
虜
麻
卒
徐
□

二七
･四

囲
三言

甲
二〇三

..
･]

･
"

･

.

.
I.

I'

-

妻
大
女
南
弟
年
廿
八
用
穀
二
石

一
斗
六
升
大

子
未
優
男
盆
有
年
四
用
穀

7
石
六
斗
六
升
大

子
女
官
年

一
用
穀
八
斗

二三
･二五

囲
二八四

●
凡
用
穀
四
石
六
斗
E
j

三
七
･二

囲
≡
ニ

城
北
牌
卒
腰
勃

妻
大
女
嬰
Eg

茎
ハ･二七

囲
二男

4

b
第
四
-

張
覇

醐
謝

脚
押
付
…

見
署
用
警

石
八
升
大

111111T
HO
囲
ニ
六

甲
七六六

第
四
爆
卒

伍
専

妻
大
女
ミ
足
年
十
五

見
署
用
穀
二
石
九
升
少

蓋
･二〇

固
二五三

甲
完
二

妻
大
女
背
年
十
五

第
四
牌
卒
虞
護

調
諾

親

許

江

見
署
用
雷

石
八
斗

一
升
少

1九
竺
10

固
三
五

甲
三

四
(固
版
14
)

妻
大
女
職
年
軒
五

第
五
翠

徐
誼

完

敗
難
網
軌
三

見
署
用
穀
五
石
三
斗

弄

少
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判
読

純

利

醗

誹

報

告

i

i
k:
.:
･･.
:

.
..～

:
I,

･
･

.

I･
･

∴l
■

071.F.6
r

二〇三
･111
周
≡
二
父
大
男
他
年
五
十
二

5

第
六
翠

寧
蓋
邑

約
諾

逓

箱

i

二〇三
･三

園
ti(I

見
署
用
穀
七
石

一
斗
八
升
大

6

第
廿
三
牌
卒
王
者

妾
大
女
貧
年
廿

偶
署
州
日
用
穀
二
石

1
Eg

二〇三
･二ハ
固
ti(1一

7

Eg
卒
王
裏

妻
大
女
信
年
十
八

見
署
用
穀
ESj

孝

二ハ⊥
10

間
二
八7

妻
大
女
侍
年
廿
七

8

Eg
H始

那
讐

三

省
荒

警

石
三
斗

1
升
少

:0…

固
さ

妻
大
女
□
新
年
廿
七

I.

..

:..;
;･.:I;
..._

'･

'

∴

;.:;
I

年
十
八

10

題

望

ESj

:二六
.三六

同
軍

墨

ニ

｢
卒
家
風
菓
名
籍
｣
す
な
わ
ち
戊
卒
の
家
族
の
食
糧
配
給
名
簿
に
は

a
､
b

二
種
類
の
形
式
が
あ
る
｡

a
は
上
段
中
央
に
牌
卒
名
を
書
き
､
中
段
に
は
家
族
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
牌

卒
と
の
横
柄
､
性
別
年
齢
匿
分
､
名
前
､
年
齢
と

一
月
分
の
配
給
量
が
記
さ
れ
､

屠
延
渓
蘭

の
集
成

二

そ
し
て
下
段
に
は

｢
●
凡
用
穀
｣
と
し
て
牌
卒
を
除
く
家
族
全
員
の
配
給
量
が

記
入
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
性
別
年
齢
区
分
は
大
男

･
大
女
は
十
五
歳
以
上
の
男

女
､
使
男

･
使
女
は
十
四
歳
以
下
七
歳
以
上
の
男
女
､
未
使
男

･
末
使
女
は
｣ハ

歳
以
下
の
男
女
を
区
分
し
た
呼
柄
で
､
こ

の
年
齢
匝
分
は
富
時
の
人
頭
税
で
あ

る
算
凪
､
口
底
の
納
税
義
務
年
齢
と

一
致
し
て
い
る
｡

b
は
上
段
中
央
に
爆
卒
名
､
中
段
に
家
族
成
員
各
人
に
つ
い
て
横
柄
､
性
別

年
齢
区
分
､
名
前
と
年
齢
を
記
入
し
て
い
る
鮎
で
は

a
と
変
り
は
な
い
が
､
b

で
は
そ
の
後
に
家
族
各
人
の
配
給
品
の
記
載
が
な
-
､
た
だ
ち
に
下
段
に
と
ん

で

｢
見
署
用
穀
｣
と
し
て
牌
卒
を
除
-
家
族
全
員
の

一
カ
月
の
食
糧
の
総
量
が

記
さ
れ
て
い
る
｡

森
鹿
三
氏
の
研
究
に
よ
る
と
､

a
は
す
べ
て
大
月
の
基
準
配
給
量
が
記
さ
れ

て
い
る
の
に
射
し
､

1
万
b
の
中
に
は
小
月
の
配
給
量
を
ふ
-
む
も
の
が
あ
る

こ

と
か
ら
､

a
は
配
給
を
申
請
す
る
と
き
の
も
の
､
b
は
現
宜
に
受
け
渡
し
を

加ヽ
)

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ

る

｡

そ
れ
と
と
も
に
､
a
は
甲
渠
候
官
の
中
で

も
い
わ
ゆ
る
貴
名
牌
に
限
ら
れ
､
b
は
反
封
に
番
耽
牌
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る

二

八
五
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こ

と
も
併
せ
て
注
意
さ
れ

る

｡

帳
簿
表
題
類
の
う
ち
H
B
b
18
と
19
は

a
の
帳

尻
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
表
題
類
の
う
ち

H
A
l

ハ
の

｢
卒
家
屠
名
籍
｣
と
か

｢
卒
家
属
在
署
名
簿
｣
と
は
､
た
と
え
ば

｢
卒
家
風
菓
名
籍
｣
の
b
タ
イ
プ
の

う
ち
､
最
下
段
の
記
入
を
省
い
た
よ
う
な
も
の
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
｡

a
は
ロ

ー
ウ
ェ
氏
で
は
M
D
10
､
b
は
M
D
9
に
分
類
さ
れ
て
い
る
｡

戊
卒
家
族
の
性
別
と
年
齢
に
よ
る
食
糧
配
給
量
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
｡

(
)
内
は
年
齢
を
示
す
｡

未
使
女

(
1
-
六
)

使

女

(七
～
一
四
)
未
使
男

(
一
～
六
)

大

女

(
l
五
以
上
)
使

男

(七
～
l
四
)

大

男

(
1
五
以
上
)

ニ

食
糧
関
係
そ
の
他

1
石

l
斗
六
升
大

1
石
六
斗
六
升
大

二
石

一
斗
六
升
大
三
石

a

l

出
盛
二
石

1
斗
三
升

給
食
戊
卒
七
十

1
人
二
月
戊
午
□
□
□
E
3

三
竺
三

固
二〇七

甲
七八〇

2

人
盤
八
斗
七
品

贈
鯛
部
蒜

人

陽
朔
五
年
正
月
辛
亥
第
州
三
卒
真
宗

鼎
四
卒
指
客
子
受
守
閣
□
ESg

二八
二
三

国
ニ三

甲
ニl
四

b

l

寓
年
嬢
長
武

□
二
石
卒
郭
聖
取

三八
二
九

囲
二四五

二
八
六

2

枚
虜
琴
丘
警
千
秋

a
ll石
Eg

専

七

雲

九

3

Eg
麹
六
斗

二
月
乙
未
Eg

二三七
･五

囲
三

甲
二
1PO

I
J

.

.
･･

･_

･
.･

:;

5

Eg
□

7
石
三
斗

田
子
方
図

三
七
･117111
圏
≡
ハ

6

出
薬
子

一
斗

口
□
卒
張
抹
十
月
二
日

四

二二
園
三宅

甲
二二

a
は
食
塩
の
支
給
､
受
給
の
記
録
で
あ
る
｡
食
盤
は
Ⅴ
ロ

d
の
2
､
3

､

23
､

30
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
y

l
人

l
月
に
つ
き
三
升
の
割
合
で
配
給
さ
れ
た
o

b
は
食
糧
関
係
で
そ
の
他
お
よ
び
分
類
不
明
の
も
の
を
収
め
た
｡

Ⅵ

そ
の
他

イ

-

●
候
長
王
彊
王
覇
坐
塀
雛
護
不
勝
任
免
移
名
府
●
1
事
集
封

八
月
丙
申

接
密
封

三
l七
･三

園
三二八

甲
二四二七
(圏
版
15
)

-

･
槻
把
等

群

発

欄
門
輔
讐

服

･
l
事

云

四
具

亥
尉
史
間

奏
封

二栗
･一
国
三四九

甲
三
六六

3

●
珊
井
移
牒
喜
牌
郵
柳
等
責
木
中
牌
長
董
忠
等
鏡
謂
候
長
建
国
等
●
1
事

二
封

三
月
辛
丑
令
史
護
封

二
軍
三四

固
三宅

甲
l六
七

4

●
卒
胡
朝
等
廿

一
人
日
吉
不
得
睦
言
府
●
一
事
業
封

八
月
庚
申
尉
史

常
封

書
ハ･四四
囲
四
四
丁
甲
七宍

5

□
月
候
長
候
史
日
迩
簿
言
府
●
一
事
集
封

十
月
突
巳
令
史
弘
封

≡
ハ二元

圃
四
四

一



6

侯
史
徐
輔
逮
捕
城
倉
令
史
軒
日
蓮
之
官
移
城
倉

●
1
事

1
封

十
二
月
庚

子
令
史
弘
封
Eg

l四二
･三
四

国
二完

甲
八〇
0

7

Eg
候
長
候
史
十
二
月
日
迩
簿
戊
卒
東
都
利
等
行
道
貰
買
衣
財
物
郡
中
移
都

尉
府
二
事
二
封

正
月
丙
子
令
史
密
封

四亨
二四

囲
11111
甲
三
三二

8

不
慮
守
候
長
成
赦
之
貴
腐
地
検
長
□
豊
鏡
八
百
移
贋
地
候
官

●
7
事

一
封

八
月
王
子
尉
史
並
封

宍
･
二

圃
二0
1
甲
四
二ハ

9

Eg
等
自
言
責
亭
長
童
子
溝
等
各
如
牒
移
居
延
●
1
事

l
封

五
月
成
子

尉

史
彊

封

一宅
･
一七

圃
三六
二

甲
空
四

10

ESj□
□
□
右
備
己
輸
畢

●
1
事

1
封

十

l
月
壬
成
合
史
敏
封

三
石
･三〇

圃
三
二六

甲
二
ハ八九

11

遣
尉
史
承
虎
口
七
月
吏
卒
病
九
人
飲
薬
有
磨
名
籍
詣
府
合
八
月
且
●
一
事

一
封

七
月
庚
子
尉
史
承
線
Eg

三

l･六
囲
三宍

甲
二
ハ四九

圃
二
六

1

甲
一〇
六七

20

E
3
富
治
状

封
移
告
尉
如
府
省
日
●
1
事

一
封

E
j

一美
･二四-
三五
圃
二買

甲
1
001

21

回
長
詩
自
言
候
長
憲
傷
嬢
長
忠
く
自
傷
憲
不
傷
忠
言
□

●
1
事

一
封

E
j

一四三
･二七-
三二-
≡

国
王充

22

盟
嬢
長
鄭
東
等
鋳

●
一
事
集
封

十

一
月
Eg

≡

･二〇

囲
二二七

23

Eg
-
-
移
都
尉
府

1
事

一
封

Eg

二〇二
･七

圃
云

24

回
ロ
ロ
言
府

●
1
事

一
封

七
月
辛
丑
令
史
並
奏
封

三五
･二

圃
二
冗

甲
二宅

12

第
十
八
嬢
長
鄭
彊
従
補
郭
西
門
亭
長
移
居
延
●
一
事

丁
封

尉
史
嘉
E
3

二八五
二
五

囲
二三七

甲
三
五六

六
月
戊
辰

19 18 17 16 15 14 13

●
候
詣
府
謂
第
七
牌
長
由
乗
行
候
事

●
一
事

一
対
-
-

甲
渠
言
士
吏
孫
猛
有
摩

祝
事
言

府
●
1

事
実
封

E
j

●

‥

･

●

･
開
設

朝

引
針

ロ

ロ
ESd

二
喜

二

圃
三六四

･
嗣
諾

遣
□
Eg

三
五
蓋

圃
二
〇

四

Eg
移
兵
簿
府
言
毒

到
官

日
時
報
都
尉
府

1
事

1
封

Eg

Eg
取
寧
賂
六
十
二
日
不
到
官
移
居
延
遊
遣

●
1
事

1
封
Eg

居
延
漠
簡

の
集
成

二
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一
事

一
封

二
月
己
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接
常
奏
封

二六四
･l九

園
芸
五

E
3

一
事
集
封

十

l
月
甲
申
令
史
根
封

Eg

l
事

1
割

正
月
丙
辰
功
菅

に
Eg

E
j北
俣
長
●
1
事

1
封

八
月
乙
丑
令
史
弘
封

二宍
･三

国
二
三
六
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二
六

囲
四
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三
八
･六

圃
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甲
竺
五
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封

三
月
己
丑
尉
田

口
月
丙
口
令
史
弘
封

二
月
丁
卯
令
史
弘
封
E53

1(0
･二七

固
三
完
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七
･

二
囲
三
七

≡
三
一八

田
1五四

≡

二･二五
囲
三
四

十
月
発
酉
令
史
弘
封
E53

三
月
丙
中
尉
史
蒲
封

四
月
壬
午
守
令
史
常
剥

四
月
甲
申
振
□
封

正
月
祭
己
尉
吏
常
富
封
ES
]

l
七

六

三

i

囲
二四〇

甲
突
四

一宍
二

六

囲
一空

甲
空
八

八四
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圃
宍
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甲
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二
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讐 裏 芸 東
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方
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撃

Ⅶ
ニ
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六
･
二
三

園

二竺

二ハ八
･九

固
三
三
甲
二
五
五
二

二
二
凶
二

六

同

志

凹

甲
≡
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三

八
･
二
玉

田

二
男

二
封
王
意
印

文
書
の
敬
信
を
記
録
し
た
簿
録
の
断
片
で
､
尊
信
日
簿
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
｡
上
段
か
ら
零
信
文
書
の
内
容
と
文
書
の
件
数
を
記
し
､
下
段
に
尊

信
月
日
と
番
信
責
任
者
の
名
を
記
し
て
い
る
｡
茸
際
に
封
を
ほ
ど
こ
す
顎
信
責

任
者
は
ほ
と
ん
ど
令
史
や
尉
史
で
あ
る
が
､
時
に
操
の
名
も
み
え
る
｡
ロ

ー
ウ

ェ
氏
で
は
M
D
l
に
収
録
す
る
｡

ロ

其

一
封
呂
窓
印

-

蓄
三
封

一
封
王
忠
圃
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封
李
勝
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史
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九
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封
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猛
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封
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宣
印

封
王
充
印

二
八
八

二
封
B{
芯
印

1
封
王
府
印

二
月
発
亥
令
史
唐
奏
寄

周

三宍

甲
一〇三
七

謹

話

荒

井
似
u

十
月
丁
巳
尉
史
悪

二
重

甲
二
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茸
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嘉
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十
二
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命
史
弘
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Eg
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封
王
憲
印

三
六
･望

闘
四
四
1
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一
封

肖

□

□

十

1
月
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未
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史
弘
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賛
信
日
簿
に
封
す
る
受
信
日
簿
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
上
段
に
受

信
し
た
文
書
の
数
､
中
段
に
文
書
の
内
諾
げ
と
そ
れ
ぞ
れ
封
印
に
使
用
さ
れ
た

印
章
名
を
記
し
､
下
段
に
受
信
月
日
と
受
信
責
任
者
の
名
を
記
し
て
い
る
｡
ロ

ー
ウ
ェ
氏
は
M
D
2
に
分
類
し
､
こ
れ
を
イ
と
同
じ
寄
信
に
関
係
す
る
特
殊
な

簿
録
と
解
し
て
い
る
が
'最
後
の
文
字

｢
敬
｣
は
登
信
の

｢
曹
｣
で
は
な
-
'
イ

の

｢
封
｣
に
封
す
る

｢
沓
｣
で

｢
ひ
ら
-
｣
の
意
で
あ
る
こ
と
は
､
市
川
任
三

/.祁
j

氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
『樺
名
』
樺
TTt墓
相
に
も

｢
敬
は
摸
也
､
擬

し

て
閃
か
し
む
る
也
｣

と
み
え
､
『
虞
雅
』
揮
話
に
も

｢
署
は
開
也
｣

と
み
え
て

い
る
｡
市
川
説
を
と
る
べ
き
で
あ
る
｡
イ
の
尊
信
と
同
様
に
受
信
の
場
合
も
令

史
､
尉
史
が
そ
の
任
に
富

っ
て
い
る
｡

＼ノa

l

呑
遠
仮
晶
放
昨
日
詣
宮
上
功
不
持
射
具
富
合
月
甘
八
日
部
遠
不
及
到
部
護

持
驚
詣
官
射
七
月
丁
亥
蚤
食
入

二〇
三

･二四

堅

六二

2

ロ
ロ
仮
晶
□
ロ
コ
□
口
上
功
不
持
射
具
□
□
□
□
□
□
口
達
不
及
到
部
護

持
撃
詣
官
射
七
月
丁
亥
蚤
食
入

二〇
三
･天

国

≡

3

餅
庭
侯
長
永
詣
官
六
月
突
丑
食
時
人

天
六
･三

甲
真
二

4

餅
庭
候
長
仁
賂
部
吏
詣
官
七
月
辛
酉
蚤
食
入

Eg

三
一･二七
固
二二六

5

鉢
底
候
長
□
詣
富
受
部
線
八
月
□
Eg

三
111･1八

囲
二重
ハ

(37
)

6

城
北
侯
長
克
職
事
数
樹
状
詣
宮
自
殺
八
月
甲
申
年
旦
入

居

延

漠

筒

の
集

成

二

789011r:2日131-･⊥
151､_い.

日
に
7日
H
8日H91

24 23 222120

不
侵
侯
長
安
詣
Eg

石
四
二
四

囲
二ハ七

□
木
侯
長
王
客
詣
官
受
Eg

二三

l･五
囲
二八五

第
四
候
長
弘
候
史
臨
迩
還
詣
官
五
月
丁
亥
下
鋪
入

Eg

三
二
･三

国
二重

第
四
仮
晶
放
召
詣
官
三
月
□
成
Eg

至

上
ハニ

固
六
八

第
十
候
長
忠
婿
候
史
帯
並
詣
宮
口
ESj

三
三
四

囲
三
九

甲
六宅

第
十
七
候
長
立
召
詣
官
十
二
月
己
巳
蚤
食
入

二
ハ
1
･
七

囲
三〇二

甲
豊
八

第
十
七
候
長
講
迭
省
卒
詣
官
五
月
己
丑
蚤
食
入

四
人

二孟
二
五

固
二二九
甲

三
〇
七

第
十
七
候
長
帯
持
射
具
詣
官
射
八
月
甲
午
食
坐
入

二〇三
･三
八

固
一夏

第
□
候
長
講
詣
宮
上
功
□
□
□
□
□
十

一
月
甲
成
蚤
食
入

田

J

二〇三
･四〇

圃
一夏

E
j四
候
長
放
諸
富
六
月
辛
亥
蚤
食
入

空

五

･
五

圃
二六
〇

甲
二元
七

第
十
守
候
長
歌
詣
官
受
吏
奉
十

7
月
Eg

云

･九

琴

六七

呑
遠
士
更
意
召
詣
官
八
月
甲
午
日
中
入

二
〇

三
･一七
圃
重

富
歳
士
吏
就
封
府
還
詣
官
十
月
庚
午
下
鋪
入

ESj

二

六六
･四

囲
三
三

甲
三
九
1

Eg
庭
土
吏
口
召
詣
官
十

1
月
E
3

三
四
二ハ1
闇
雲
九

Eg
士
吏
宴
召
卒
還
詣
宮
八
月
辛
末
節
坐
入

一六〇
･七

圃
二l110

甲
二四三〇

寓
歳
侯
史
段
召
詣
宮
口
月
甲
寅
年
且
入

二八六
二二0
固
二
四
二

甲
二四二五

第
十
候
史
段
省
伐
慈
其
第
十
三
鷹
卒
高
風
去
作
亡
賜
中
部
田
舎
閣
傷
男
徐

武
巣
状
詣
冨
白
□
十

1
月
辛
丑
食
坐
入

三三五
囲
三
八
甲
七歪

第
甘
三
候
史
良
詣
官
受
部
吏
奉
三
月
乙
酉
卒
且
入

B
j

二
八
九
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第
廿
三
候
史
良
詣
延
受
部
吏
奉
十

一
月
庚
子
中
且
入

1七四
･六=
l七H
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固
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ハ
甲
矢
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26

盟
候
史
良
召
詣
官
六
月
甲
寅
卒
旦
入

二五四
･九

固
二元

27

常
歳
鷹
長
放
格
口
詣
官
粟
六
月
発
丑
卒
旦
入

二五四
三

圃
二究

甲
1二宍

28

臨
之
麻
長
威
馬
部
市
薬
詣
官
財
符
八
月
戊
成
季
旦
入

二八六･
二

甲
茎
ハO

29

察
微
燥
長
昌
賂
省
卒
詣
官
十

l
月
甲
戊
卒
旦
入

幽
望
卒
過
小
奴
十

二
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月
正
月
巳
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八九
･五

囲
二三四

甲
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六

驚
虜
燥
長
調
召
詣
官
八
月
戊
成
季
且
入

二〇
亨
〓

囲
≡
ニ

富
曲
麻
長
閑
武
持
郵
書
諸
富
十
月
乙
亥
蚤
食
入

実
エ
ハ
因
三豊

甲
三宅

嘗
曲
騰
長
武
持
□
所
肝
火
報
詣
官
九
月
丁
末
日
出
入

Eg

究

･三

ハ

困
二五
一

三
強
藤
最
良
召
詣
官
六
月
辛
亥
下
前
入

二ハ八
･1(

固
三三

甲
九竃

餅
庭
嬢
長
郊
専
詣
官
Eg

三
言
六

圃
三
五

制
虜
騰
長
房
召
詣
官
八
月
戊
戊
E3

1宍
･111九

固
二四〇

二
九
〇

第
六
勝
島
口
婿
省
卒
三
人
諸
富
八
月
□
□
□
□
□

Eg

二三
丁
四八

固
究
二

第
六
牌
長
護
洛
部
卒
ESj

究
･1七

囲
二五〇

甲
四四
1

第
七
牌
長
宗
詣
宮
口
口
□
十
月
甲
寅
蚤
食
入

ES

二宍
･三

国
二
三
五

第
八
擦
長
宣
召
詣
宮
六
月
壬
子
下
館
入

二孟
･1九

囲
二究

甲
二三

第
九
牌
長
宣
召
詣
宮
六
月
壬
子
下
館
入

二五三
ハ
囲
二宍

甲
1二究

第
十
二
嬢
長
長
詣
官
白
言
五
月
戊
子
解
Eg

空
･五〇

圏
完
0

甲
三塁

第
十
三
線
長
薫
召
詣
官
菓
某
月
発
丑
蚤
食
入

Eg

二六
･三

岡
l四0

甲
一九四

49

第
十
四
牌
長
風
格
部
卒
詣
官
裏
六
月
発
丑
卒
旦
入

甲
立宍

50

第
廿

1
勝
島
尊
母
不
幸
死
詣
官
取
寧
五
月
辛
巳
食
坐
入

51

第
甘
二
燃
長
哀
調
守
臨
木
候
史
詣
官
正
月
辛
巳
下
舗
入

二共
二
遠

国
三〇
一
甲
三
六L'

52

第
甘
三
藤
島
忠
行
塞
還
詣
官
正
月
戊
寅
蚤
食
入

田

凶
.1川(

八九
･二

固
二三四

二六四
･10

囲
三
九

□二苧

三
.1

臨
桐
嫁
長
誼
召
詣
官
Eg

l八八
･二四

囲
三
10

武
彊
騰
長
並
持
延
水
卒
貢
鏡
詣
官
閏
月
辛
酉
E
3

第

l
嬢
長
詔
賂
部
卒
詣
官
裏
六
月
発
丑
卒
旦
入

第

一
燥
長
趨
並
初
除
詣
官
Eg

二八七
･二二

固
四四四

第
二
麻
長
褒
賂
部
卒
詣
官
薬
三
月
丙
戊
蚤
食
入

囲
三
四

甲
実
れ

第
六
騰
長
常
葉
詣
官
E3

1栗
･四八

固
1P
l

二三
･二(

囲
二八四

二五四
人

固
二元

H

≡

∵二ハ

595857 56 5554 53

第
廿
四
牌
長
石
匡
史
造
詣
宮
Eg

宍
三

園
妻
l

第
廿
八
牌
長
馬
常
滑
省
卒
詣
官
八
月
乙
未
蚤
食
入

二〇三
･l
圃
≡
1

E
3珊
二
麻
長
聖
初
除
詣
宮
Eg

二
五
･l

囲
碁
皿
甲
六票

第
珊
六
嬢
長
成
父
不
幸
死
嘗
以
月
廿
五
日
葬
諸
富
取
急
四
月

乙
卯
蚤
食
入

至
･茸

圃
l九〇

甲
三六三

第
珊
八
牌
長
講
母
死
詣
官
寧
三
月
Eg

五R
･11元

園
三元

甲
四二八

ESj
□
将
部
卒
詣
官
菓
正
月
戊
寅
蚤
食
入

二四四
･四共

圃
三O
l
甲
三

空

Eg
詣
官
受
十

l
月
奉
十
二
月
乙
巳
下
館
入

E
j

二四四
･七

囲
二六〇



717()69686766 6564 63626160

Eg
長
□
詣
宮
八
月
甲
午
下
館
入

Eg

二〇
三
･六四

国
一究

Eg
詣
官
選
負
鋳
十

l
月
甲
成
蚤
食
入

Eg
島
忠
召
詣
宮
口
□
□
□
□
Eg

ESj
口
話
官
五
月
祭
卯
□
□
Eg

E3
月
丙
寅
日
中
入

110
･七

二七六
二
四

国
事
元

二七二
二売

国
妄
一

1三九
･二九

囲
二〇七

10 9 8

日 =1rj
⊂]

六
月
辛
亥
舗
時
人

二
五
･二

固
六
五

甲
六四八

十
二
月
甲
寅
兎
食
入

四八二
･(

囲
讐
二

六
月
辛
亥
入

宍
･天

国
二〇
〇

甲
二四四四

E
3己
酉
日
下
舗
入

Eg
亥
下
舗
入

Eg
蚤
食
入

田
中
旦
入

∴
半
日
.＼

図
解
坐
入

E3
□
時
人

望
三
･八

囲
完
五

甲
三
〇

囲
岩
九

二ハ八
･三

国
三二
t

二八七
二
六

囲
三三六

一天
･二六

圃
二八九

也?
五

囲
五〇三

五
二

･一入
国
一八九

1

0
〓
ハ

固
四二七

詣
官
の

｢
富
｣
は
候
官
の
こ

と
で
あ
る
｡
こ

れ
は
候
長
､
候
史
､
鷹
長
な
ど

が
候
官
に
出
頭
し
た
際
の
一
種
の
着
到
簿
で
､

侶
り
に

｢
詣
官
｣
簿
と
名
づ
け

た
も
の
で
あ
る
｡
こ

れ
に
は
候
宮
に
到
着
し
た
月
日
時
刻
を
つ
づ
け
て
記
入
す

る

a
タ
イ
プ
と
､
分
離
し
て
記
入
す
る
b
タ
イ
プ
と
が
あ
る
｡
こ
れ
は
時
期
に

よ
る
相
違
で
あ
ろ
う
｡

a
､
b
と
も
に
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
M
D
13
に
分
類
す
る
｡

(GOc,?)

な
お

｢
詣
官
｣
簿
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た

い

｡

F:･234一5･67

b
E
j長
朱
就
持
尉
功
算
詣
宮
中

六
月
己
巳
蚤
食
入

豊
･三
国
二八〇

甲
五買

Eg
長
口
隆
召
詣
官

六
月
庚
戊
食
坐
入

第
十
黍
候
最
適
彰
詣
官
賜
努

□
Eg

Eg
詣
官
封
符

ESj

四八三

六

囲
望
三

Eg
還
詣
官

Eg

≡
≡
一
国
1四八

Eg
詣
官

E5g

二
10
･三

国
二
塁

ESj

正
月
戊
寅
日
入
ミ

四八二
｡二
〇

園
五〇五

居

延

漠

筒

の
集

成

二

二三
･買

囲

二八三

二
TO
･三

国
二塁

ニ

ー

居
延
甲
渠
逆
胡
牌
長
公
粟
王
傍
何

五
鳳
元
年
秋
以
命
射
賓
矢
十
二
中

腎
六
苫

三
三
･九

囲
二重

甲
1六六九
(囲
版
S
)

2

居
延
甲
渠
候
官
署
曲
牌
長
公
案
開
式

式
中
三
年
以
令
秋
試
射
替
矢
十

二
中
腎
矢
E3

≡
≡
四

囲
二〇
五

甲
七六
1

3

E
g
ロ
ロ

初
元
三
年
以
今
秋
射
登
矢
十
二
中
背
矢
上ハ

45678

E3

甘
露
元
年
秋
以
令
射
聾
矢
十
二
中
腎
矢
十

甲
二三
八

Eg
鳳
二
年
秋

以
令
射
番
十
二
矢
中
腎
六
富

Eg

ESj
以
令
秋
射
番
矢
十
二
中
腎
矢
五

二
1P
･云

E
j射
蚤
矢
十
二
中
腎
十
二
賜
勢
E
j

二≡
主

Eg
尊
矢
十
二
中
腎
四

軍

三
圏

音

甲
三〇九

二
九

一

宍
五
･五

圃
二宅

三
四
･二二

困
二二

二〇二
二
八

囲
二
三

囲
五
言

甲

三
言

固
五〇

甲
二四五〇
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東

方

撃

Eg
以
今
秋
射
額
矢
E
j

Eg
秋
射
饗
矢
十
二
中
腎
ESj

Eg
賓
矢
十
二
中
腎
E
3

□
二
年
〓
令
欣
射
□

戟
宍

五
圭

ハ

圏
二
毛

四
八
四
･

豊

国
二九六

宍
五
･き

囲
宍
九

宍
五
･売

国
二元

ES
T
････

初
元
三
年
以
今
秋
射
Eg

Eg
]初
元
四
年
以
令
Eg

宍
五
･
一

国
二毛

ESj
*
赦
肘
正
中
Eg

軍

一四

圃
二二八

二毒
･
10
0

囲
三
望

二
九
二

未
除

Eg

一望
･

二二

固
二七三

甲
二四
三

Eg
第
十
六
膜
長
居
延
利
里
上
造
鄭
陽
年
弗
七

始
建
団
地
ESj

二三
三
〇
六

圃
究
ニ

ESd
□
□
年
五
十
七

紳
爵
三
年
八
月
乙
亥
除

尉
史
･･･-

固
二宅

甲
二空

四〇
･三

ー16

笥

相
駈
瑠

Eg

四八m

ll
囲
二宅

･1

･

･
･
･

-･
･
･

士
更
､
侯
長
､
騰
長
ら
吏
に
野
し
て
は
毎
年
秋
に
弓
射
の
試
験
が
行
わ
れ
た
｡

･各
自
矢
12
本
を
蓉
射
し
､
的
中
し
た
矢
6
本
を
基
準
に
､
そ
れ
以
上
の
成
績
杏

お
さ
め
る
と
矢

1
本
に
つ
き
弊

(
勤
務
日
数
)
が
15
日
加
算
さ
れ
､
反
封
に
基

準
に
達
し
な
い
場
合
は
罰
と
し
て
勢
を
引
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
｡
こ
の

弓
射
の
試
験
を
秋
射
と
い
う
｡

ニ
は
秋
射
試
験
の
個
人
別
の
成
績
の
記
録
で
あ

る
｡

こ
う
し
た
記
録
を
あ
っ
め
た
も
の
が
､

H
B
b
27
-
31
の

｢
秋
射
賜
努

(
奪
努
)
名
籍
｣
で
あ
る
｡
な
お
13

-
15
は
或
は
愛
書
か
書
轍
の

一
部
か
も
し

れ
な
い
｡
ロ
ー
ウ
ェ
氏
で
は

M
D
6
に
分
類
す
る
｡

ホa

l

居
延
甲
渠
止
寄
席
長
居
延
収
陸
里
公
乗
孫
動
年
珊

甘
露
四
年
十

一
月
辛

4

Eg
園
地
皇
上
戊
三
年
五
月
乙
巳
除

E
3

二七
･
1六

圃
五〇
六

甲
二〇
六

5

ES
月
乙
亥
除

七
1･八三

国
一充

6

Eg
月
辛
酉
除

□
□
Eg

空
･
三

国
二
ハ九

7

居
延
甲
渠
第
廿
五
麻
長
居
延
始
至
里
張
□
口
年
珊
ロ
ロ
四
年
七
月
□
□
Eg

l一六
･三

国
二望

b

l

居
延
穀
胡
麻
長
龍
山
里
公
乗
巣
恵
年
弗

従
補
甲
渠
候
史
代
張
赦
E
j

三
･完

固
五
二六

甲
四

･

2

修
行
陀
山
里
公
乗
帽
弘
年

廿

l

今
除
寅
甲
渠
尉
史
代
王
輔

固
三
七
〇

甲
l至
eI
(圏
版
16
)

3

関
春
夫
三
光

今
調
兼
行
候
事
Eg

二三七
墓

園
三

甲
≡
ハ六

4

尉
史
王
並

二
月
甲
辰
調
尉
後
史
Eg

二寧

三

国
二元

二八五
･三

ホ
は
叙
任
､
昇
任
の
記
録
で
あ
る
｡

a
b
二
つ
の
形
式
が
あ
る
.
H
B
,D
33
､

56
に
み
え
る

｢
除
書
｣
と
は
､
こ
れ
ら
の
簡
を
ま
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

へ



-

呑
遠
候
史
李
赦
之

欝

葦

脚
鰐

組

垂

論

BJ
+

.
凡
宗

田

二宍
･七

国
1111W

甲
l三悪

(囲
版
16
)

□
□
跨
直
五
百

負
第
一一

2

E
3@
童

福

･････････

鮒
瑠
!
卒
主
-
-
這
-
-
･

卒
辰
口
布
複
袴

1
直
-
-

二重
二
七

勝
複
締
1
直

固
宅
六

3

臨
桐
牌
長
趨
仁

九
月
奉
鏡
六
百
以
償
朱
子
f/
文
Jl
自
取

六
･
石

田
亘
一

へ
は
負
債
名
籍
も
し
-
は
貰
買
名
籍
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
上
段

に
債
務
者
の
職
と
名
を
記
し
､
下
に
債
権
者
の
所
属
と
姓
名
と
品
物
名
'
数
量
､

値
段
を
記
入
し
'
｢
●
凡
｣
と
し
て
合
計
金
額
を
記
す
｡
た
だ
3
は
I
や
2
と
異

り
'葺
際
に
俸
銀
で
借
金
を
返
済
し
､債
槽
者
が
そ
れ
を
受
放

っ
た
記
録
で
あ
る
0

-

三
堆
牌
長
居
延
西
道
里
公
乗
徐
宗
年
五
十

T=23456789

a
第
十
候
長
楊
褒

馬

一
匹
辞
牡
歯
五
歳
E
j

(囲
版
16
)

一八
･
三

国
五宍

甲
三
四

妻
女男子妻
同同男
産屋一
二一人
人人

用田宅
牛五一
二十匡
直畝直
五竃三
千五千
千

二
四･1
囲
二
二〇

甲
1(
1

2

回
人

黄
道
寓
五
千

妻

妾

1
人

男
子

一
人

子
男
二
人

子
女
二
人

男
同
産
二
人

女
同
産
二
人

三二･五
囲
四四四

E5g
長
□
長

居

一
匹
燐
牡
歯
苓
歳
高
五
尺
黍
寸

二二五
･岩

国
三
〇
八

Eg
馬

1
匹
麟
牡
歯
十
二
歳
高
Eg

義

二
五

圃
二吾

ESj□
虜
里
左
長
詩

馬

1
匹

二八
二
六

固
二三

候
史
口
達

馬
Eg

l九〇
･二

圃
≡
九

第
四
候
長
夏
侯
放
私
馬

一
匹

十
Eg

三
二
･苗

圃
云
0

騨
馬

一
匹
口
駁
牡
歯
四
歳
高
五
尺
八
寸

上

調
習

壷
一･二六

固
二三
八､二四〇

□
口
□
騨
馬

l
匹

駁
牡
□
口
□
歯
□
威
高
五
尺
八
寸

中

ESj

二三
･二〇
囲
二
釜

第
甘

l
局
数

三

三

三

Eg

五
二
･吉

岡
一八九

ー
は
吏
卒
の
家
族
構
成
や
財
産
を
記
し
た
身
上
書
の

･ーf;.I

つ
い
て
は
拙
稿
で
詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

チ

一
種
で
あ
る
｡
こ
れ
に

b
甲
渠
候
長
李
長
嶺
馬
鏡

五
千
五
百

Eg

三
七
･五

国
三元

甲
二
ハ義

甲
渠
仮
晶
季
長
車
馬
鋲

五
千
五
百

E
3

131ニ
･1九

圃
三六九

甲
八〇
八

(固
版
16
)

3

居

延
漠
簡

の
集
成

二

Eg
馬
鋳
五
千
三
百
巳
入
千
二
百
付
保
卒
麗
定
少
四
千

l
百

圃
二二三

甲
≡
宍

C

二
九
三

二〇六
二
〇



東

方
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報

1

人
安
十
束

-
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菱
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五
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十
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石
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ESj
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買
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田
常
年
牌
菱
五
百
束

Eg

四

〇
･二"

固
二宅

E
j山
亭
部
二
積
菱
千
六
百
ESj

二
m

･1六

圃
三
九

甲
l寧
ハ

第
廿
二
横
安
千
石
(莱
)

永
始
二
年
伐

出
苦
土
ハ
斗

食
仮
晶
候
史
私
馬
六
匹
十

一
月
食

見
斐
二
千
九
百
九
十
八
束

-
･･･

B
j

今
飴
菱
五
千
六
百
五
十
束

三

･一五
圃
五二七

四
･
三

五
圃
三
八
一

甲
二

八

実
･七
固
三宝

甲
三

三四

二七
三
五
囲
三
〇
五

甲

一四

受
杜
君
梼
程
珊
石
其
十
五
右
葉
桂
馬
食
十
五
石

裏
侯
長
候
史
馬
二
匹
吏
一
人

関
月
食
飴
四
斗
見

吾

七
三

固
二
六

15

正
月
廿

一
日
□
口
蓋
十
四
日
八
□
石
三
斗
廿
三
日
食
馬
凡
四
斗
又
四
斗
又

三
斗
二
月
二
日
食
馬

1
斗
二
月
十
二
日
食
馬
二
斗

貯

□
口
廿
七
日
出
粟

1
石
□
尉
史
馬

(裏
面
)
1写

完

里

〇五㌧吾
六
甲
二四元

チ
に
は
馬
関
係
の
簡
を

1
括
し
た
.
漠
簡
に
み
え
る
馬
に
は
騨
馬
､
侍
馬
が

あ

り

､
こ
れ
ら
官
馬
に
封
し
て
個
人
の
所
有
す
る
私
馬
も
あ

っ
た
｡

a
は
馬
の
名
籍
の
類
で
あ
る
｡
｢
馬

l
匹
｣
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
毛
色
'
性
､

年
齢
､
高
さ
が
記
入
さ
れ
て
い
る
.
辞
は
赤
黄
毛
､
腿
は
黒
毛
､
駁
は
ぶ
ち
で

あ
る
｡
な
お
群
馬
に
み
え
る

｢
上
､
調
習
｣
と
か

｢
中
｣
と
い

っ
た
記
入
は
､

上
中
は
良
駕
の
評
債
で
あ
り
､
調
習
は
調
教
訓
練
を
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
も

.1--㌔

の
と
思
わ
れ
る
｡
9
は
馬
数
を
翫
槍
し
た
テ
ー
ブ
ル
の

1
種
で
､
前
者
と
は
異

る
｡b

は
馬
鎖
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡
1
と
2
は
同
じ
甲
渠
侯
長
李
長
嶺
で
鏡

も
五
千
五
百
と
同
額
で
あ
る
が
､
筆
旗
は
別
で
あ
る
｡
こ

れ
は
時
期
を
異
に
す

る
か
､
あ
る
い
は
書
き
な
お
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
3
は
馬
を
貰
買

(
か
け

居
延
漠
簡

の
集
成
二

買
い
)
し
､

一
部
を
返
済
し
た
残
り
の
金
額
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
3

の
筒
か
ら
類
推
す
る
と
､
Ⅰ
と
2
は
あ
る
い
は
Ⅵ
へ
の
よ
う
な
貰
買
名
籍
の
l

種
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
馬

l
匹
の
値
段
は
こ
こ
で
は
五
千
五
百

鏡
､
五
千
三
百
鏡
と
み
え
て
い
る
が
､
地
湾

(
ウ
ラ
ン
･
ド
ル
ベ
ル
ジ
ン
)
也

土
の
程
忠
簡
に
は

｢
用
馬
五
匹
直
二
寓
｣
と
あ

っ
て
､

1
匹
四
千
鏡
で
あ

っ
た

叫矧
E

こ
と
が
知
ら
れ
､
そ
れ
は
ま
た

『
史
記
』
貨
殖
列
侍
の
馬

1
匹
の
値
段
と
同
額

(42
)

で
あ
る
｡
両
者
に
若
干
の
開
き
は
あ
る
が
､
嘗
時
馬

l
匹
は
四
千

-
五
千
鏡
前

後
と
い
う
の
が
だ
い
た
い
の
相
場
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

C

は
牛
馬
の
食
糧
と
し
て
の
安
そ
の
他
の
出
納
簿
の
断
片
で
あ
る
｡
菱
は
､

｢
ま
ぐ
さ
｣
の
こ

と
で
､

一
般
に
束
を
単
位
に
数
え
ら
れ
る
｡
2
､
5
と
10
に

右
と
あ
る
の
は
束
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
葦
は
豆
の
こ
と
｡
ま
た
穣
程
は
き
び
の

類
で
兵
士
の
食
糧
で
も
あ
る
が
､
こ
れ
が
馬
食
に
支
給
さ
れ
た
こ
と
は
Ⅴ
ロ
d

26
で
も
知
ら
れ
る
｡

り

-

.
･

-

2

第
十
九
擦
長
徐
翰
･･････

E
j

三
二五
･
111

国
亮

3

人
新
検
品

一
人

楊
ES3

10B
･四

囲
三二
1

岩

三

三

団
五
三

4

餅
庭
候
長
李
樋

三

七

二

甲
二
塁

5

不
侵
候
長
李
順

二

田

6

Eg
ロ
熔
長
史
昌

王
子

□
□
Eg

凡
得
十
二
人

≡
三
〇

固
一五三

三
B
･外

囲
二重

二
九
五

二〇六
二
元

固
二云
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町

繋
船

享
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Eg
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第
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四
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Eg
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圃
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Eg
戊
卒

八
十
五
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十7
月
ESg
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ハ重

囲
二四〇
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･
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･･｣
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囲
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宍
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･
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百
石
吏
三
百

Eg

斗
食
吏
二
百

七六
･売

国

1(0

佐
史
百

･

･
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･
.I
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I

入
布
二
百
九
十
五
匹

出

1
匹
庫
買
鏡
見

Eg

二条
･ニ0

囲
三
0
1

232221

甲
毒
ハ七

五
月
飴
□
□
□
-
-
･

口
□
□

E

d

三
七
･二〇

園
三
二
三

E
]

凡
用
吊
百

1
E3

二
軍

天

国
四発

I
.
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rT

.

･
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二
九
六

24

匹

正
月
丙
辰
口
虜
牌
長
優
取

p

TE五
･二〇

固
二ハ五

甲
八二八

25

回
九
日
積
六
千
九
百
六
十
人
JV
六
升

ESj

二
二
･七

園
二〇
三

甲
六
三

リ
は
帳
簿
の
簿
録
で
分
類
不
明
の
も
の
を

1
括
し
た
｡
こ
の
中
に
は
あ
る
い

は
分
類
の
可
能
な
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
､
い
ち
お
う
こ
こ
に
ま
と
め
て
将

来
の
検
討
を
ま
つ
こ

と
に
す
る
｡

以
上
が
破
城
子
出
土
の
定
期
文
書
す
な
わ
ち
帳
簿
の
本
文
に
嘗
る
も
の
で
あ

る
｡
そ
の
内
容
と
書
式
に
よ
っ
て
60
飴
種
に
分
類
し
た
｡
断
簡
で
煉
名
だ
け
の

も
の
と
か
'ま
た
人
名
'月
日
'数
字
だ
け
の
も
の
'
あ
る
い
は
数
文
字
を
盈
す
ち

の
､
ま
た
揮
譲
で
き
な
い
も
の
な
ど
は
省
略
し
て
､
他
は
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
た

つ
も
り
で
あ
る
が
､
短
期
日
で
ま
と
め
た
た
め
に
中
に
は
採
り
残
し
た
も
の
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
｡
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
機
合
を
み
て
補
正
し
た
い
と
思
う
｡

ま
た
分
類
整
理
に
あ
た

っ
て
は
特
に
書
式
と
い
う
鮎
に
重
鮎
を
お
い
た
が
､

反
面
分
類
不
明
な
簡
を
で
き
る
だ
け
少
-
す
る
た
め
に
､
中
に
は
若
干
書
式
の

異
る
も
の
も
敢
て
挿
入
し
た
場
合
も
あ
る
｡
そ
の
た
め
厳
密
に
い
え
ば
､
書
式

を
中
心
と
す
る
と
い
う
原
則
か
ら
ず
れ
る
も
の
も
あ
る
が
､
書
式
の
異
る
も
の

は
同

一
文
書
の
最
後
に
お
く
こ
と
に
よ

っ
て
､
い
ち
お
う
原
則
を
と
お
し
た
つ

も
り
で
あ
る
｡
ま
た
各
文
書
の
説
明
は
で
き
る
だ
け
簡
略
に
し
た
｡
従
来
の
研

究
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
､
こ

れ
ら
の
文
書
の
ど
れ

1
つ
を
と

っ
て
み
て
も
優

に
論
文

一
つ
を
構
成
す
る
ほ
ど
の
内
容
と
問
題
を
ふ
-
ん
で
い
る
｡
た
だ
本
稿

の
目
的
が
漠
簡
の
集
成
に
あ
り
､
繁
雑
を
避
け
る
た
め
に
要
鮎
だ
け
を
記
す
に

と
ど
め
た
こ

と
を
こ

と
わ
り
し
て
お
き
た
い
｡



帳
簿
表
題
類
の
補
遺
と
訂
正

前
洗
す
な
わ
ち

｢
居
延
漠
簡
の
集
成

二

を
校
了
し
て
の
ち
に
､
ロ
ー

ウ

ェ

氏
の
出
土
地
別
の
簡
番
耽
表
に
よ
り
､
破
城
子
出
土
簡
の
う
ち
上
番
紙
で

一
六
､
六
八
､
七

一
､
二

〇
二
､
二

三
一､
二
三
二
､
二
三
四
､
二
三
七
､

四

二
二
､
四
八
二

㌔,LT:

が
遺
漏
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
｡
帳
簿
表
題
類
に
つ
い
て
､
そ
の
他
と

り
残
し
た
分
も
ふ
-
め
て
こ

こ
に
補
遺
と
し
て
あ
げ
て
お
-
｡
な
お
､
本
能
の

帳
簿
本
文
に
つ
い
て
は
す
で
に
採
録
ず
み
で
あ
る
｡

帳
簿
表
題
類

補
遺

A

表
紙

Ⅱ

燈
牌
勤
務

イ

｢
作
簿
｣

5

Eg
正
月
□
□
省
卒
作
□
簿

E53

二
1a
･蓋

固
四四八

ハ

｢
郵
書
｣

3

甲

染
候
富
河
卒
二
年
三
月
郵
書
□
Eg

二三
･
品

堅
一atll

32 313029
Ⅵ

そ
の
他

●
元
康
二
年
九
月
右
前
候
長
候
史
口
E3

二三七
･
10

圃
一七

●
呑
遠
永
光
四
年
八
月
ESj

六八
･三七-警

固
一八二

Eg
□
辛
口
名
籍
口
出
入
簿

六七
･四
l
団
一九七

●

･

B

表
紙
以
外
の
も
の

三
七
･外

囲
三六
l
甲
九〇八

020212r:2

a

簿
検

閉
居
掻
三
年

囲
居
播
三
年

計
簿
合

(裏
面
)
也?

二二

圃
三三
讐
二三五

閥
詣
宮
口
責
苦

囲
建
始
三
年
正
月
蓋

口
□
名
籍
□
書

(裏
面
)
二空
･二九

囲
董
一㌧
童
ニ

Ⅳ

見
鋳
出
納

ロ

｢
吏
受
奉
名
籍
｣

5

●
居
延
甲
渠
候
官
本
始
三
年
正
月
義
三
月
吏
奉
戚
名
籍

Eg

囲
三六五

甲
実
一

Ⅴ

食
糧

ロ

｢
吏
卒
菓
名
籍
｣

8

河
卒
三
年
五
月
官
吏
裏
口
Eg

居
延
漠
簡

の
集
成

二

t空
･四

囲
三
El

12 57 56 55 5453′53

TD

｢
●
右
｣
類

●
右
第

1
車
父
杜
□
□
守
父
断
子
衡

算
身

一
人

Eg

●
右
第
八
車

Eg

(裏
面
)
1八〇
･四〇
団

三完
'
三
二
〇

●
右
官
史
三
E
Eg

二三
･四四

囲
二八四

●
右
故
官
Eg

二三
四
･四
1

国
一八
l

●
右
除
□
□
E
j

二≡

･1立
国
五宍

甲
二塁
九

●
右

一
人
王
宮
ロ
ロ
Eg

七
1･四l11
囲
一六九

c

｢
●
凡
｣
類

･
凡
積
九
十
人

群

f
梢
人
碍
撃

六
百
芸

人
甘
文

二
九
七

輿
此
三
千
二
百
丈
E3
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･1ニ-三
七
･云

囲
三究

甲
完
九

●
凡
史
卒

用
粟
百
七
石
□
斗

Eg

二
六
六
･
三

甲
三
九
二

●
寂
凡
十
九
人
家
属
轟
月
見

用
粟
八
十
五
石
九

斗
七
升
少

ニ0
≡
宅

固
ニハ○

●
凡
出
粟
三
十
三
石

給
卒
騨
小
史
十
人
三
月
食

●
凡
出
来
三
百

7
十
六
石
三
斗
E
j

l九〇
･11天

国
三
二

凡
出
穀
五
石
二
斗
六
升
□

B
j

四八
三
五

団
栗
1

凡
還
入
千
八
百
五
十
九

Eg

lO
l･云

固
四二七

●
凡
直
六
十
六

Eg

二三七
･八

固
五四六

●
凡
戊
卒
八
十
三
人

定
積
二
千
四
百
九
十
人

●
較
省
卒
十
□
人

･･････Eg

二三四
･外

囲
1八
1

四
二三
1
固
10九

三
四
･1八

囲
四五〇

ま
た
表
紙
A
の
う
ち
l
ハ
の
-
に
あ
げ
た

｢
図
月
卒
家
風
在
署
名
籍
｣
は
削

除
し
､
図
ハ
3
に
次
の
名
籍
を
入
れ
る
｡

ハ

｢
卒
家
屠
菓
名
籍
｣

3

Eg
月
卒
家
属
在
署
菓
名
籍

月
小
E
3

T九〇
･10
園

四童

甲
10
九五

四

む

す

び

居
延
漠
簡
の
集
成
と
題
し
て
二
回
に
わ
た
り
､
特
に
破
城
子

(
ム
･
ド
ル
ベ

ル
ジ
ン
)
出
土
の
定
期
文
書

(帳
簿
類
)
の
集
成
を
試
み
た
｡
た
だ
初
め
に
も

述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
は
あ
-
ま
で
も
わ
た
-
し
の
試
案
で
あ
り
､
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
基
準
に
よ
る
分
類
整
理
の
方
法
が
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
し

二
九
八

か
し
､
い
ず
れ
に
し
ろ
'
こ
う
し
た
整
理
を
へ
'文
書
の
性
格
を
十
分
に
把
握
し

て
こ
そ
は
じ
め
て
資
料
と
し
て
使
え
る
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
本
稿
で
試
み
た
よ
う
な
集
成
は
､
破
城
子
の
よ
う
な
数
量
の
多
い
と
こ

ろ
よ
り
も
地
漕

(
ウ
ラ
ン
･
ド
ル
ベ
ル
ジ
ン
)
や
大
槽

(
タ
ラ
-
ン
ジ
ン
･
ド

ル
ベ
ル
ジ
ン
)
の
よ
う
な
数
量
の
比
較
的
少
い
と
こ
ろ
で
先
ず
行
う
と
い
う
の

も

1
方
法
で
あ
る
｡
し
か
し
敢
て
1
番
量
の
多
い
破
城
子
を
選
ん
だ
の
は
､
こ

れ
も
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
多
種
多
様
な
文
書
に
よ

っ
て
一
つ
の
鰻
系
を
つ
-

る
こ
と
が
､
少
量
の
も
の
を
整
理
す
る
基
準
と
な
る
と
考
え
た
か
ら
に
は
か
な

ら
な
い
.
居
延
簡
に
は
破
城
子
出
土
簡
の
ほ
か
に
先
の
地
漕
､
大
槽
出
土
簡
が

あ
り
､
ま
た
瓦
因
托
尼

(
ワ
イ
ン
･
ト
レ
イ
)
出
土
蘭
な
ど
が
あ
る
｡
ま
た
漠

代
木
簡
に
は
居
延
の
ほ
か
に
数
億
筒
が
あ
り
､
更
に
は
楼
蘭
簡
な
ど
が
あ
る
｡

そ
れ
ら
の
う
ち
の
か
な
り
な
部
分
に
つ
い
て
は
､
本
稿
で
示
し
た
分
類
が
適
用

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

ま
た
最
近
の

｢
考
古
｣

一
九
七
三
年
第
二
期
に
は
侯
仁
之
､
愈
偉
超
両
氏
の

執
筆
で

｢烏
蘭
布
和
沙
漠
的
考
古
賓
現
和
地
理
環
境
的
襲
遷
｣
と
題
す
る
報
告

を
掲
載
し
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
る
と

一
九
六
三
年
と
七

1
年
の
二
度
に
わ
た
り

内
蒙
古
と
寧
夏
の
南
自
治
区
に
ま
た
が
る
烏
蘭
布
和
沙
漢

一
帯
が
調
査
さ
れ
､

陰
山
山
系
中
の
喰
隆
格
乃
山
谷
と
大
境
溝
山
谷
中
で
13
の
漠
代
燈
麻
の
遺
跡
が

確
認
さ
れ
て
い
る
｡
こ

こ

で
は
木
簡
類
は
ま
だ
番
見
さ
れ
て
い
な
い
が
､
烏
蘭

布
和
沙
漠
の
西
北
部
の
陰
山
山
脈
中
に
は
同
様
な
漠
代
燈
牌
の
遺
跡
の
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
し
､
ま
た
近
年
､
中
国
で
は
考
古
学
の
三
本
柱
の
一
つ

に
連
境
考
古
撃
を
打
ち
出
し
て
お
り
､
今
後
と
も
相
嘗
数
の
木
簡
文
書
の
零
見



が
橡
思
さ
れ
る
｡
そ
う
し
た
将
来
新
出
の
木
簡
の
整
理
の
上
に
も
､
本
稿
が

一

つ
の
基
準
と
な
る
で
あ
ろ
う
｡

最
後
に
第
二
章
で
批
判
し
た
陳
夢
家
氏
の
破
城
子
に
居
延
都
尉
府
が
お
か
れ

て
い
た
と
す
る
説
に
封
し
て
は
､
も
は
や
肇
言
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
｡
居
延
都

尉
の
も
と
に
は
甲
渠
候
官
の
ほ
か
に
居
延
侯
官
､
州
井
候
官
､
珍
北
候
官
の
四

3I盟
荊

候
官
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡
も
し
破
城
子
に
居
延

都
尉
府
が
お
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
､
そ
れ
ら
各
候
官
か
ら
提
出
さ
れ
た
関
係
の

定
期
文
書
類
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
｡
し
か
る
に
第
三
童
で
破
城
子
出
土
の

定
期
文
書
を
見
る
か
ぎ
り
､
甲
渠
候
官
お
よ
び
そ
の
所
轄
の
候
牌
に
限
ら
れ
､

そ
れ
ら
以
外
の
も
の
が
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
は
､
破
城
子
は
元
来
甲
崇
侯
官
の

お
か
れ
た
土
地
で
､
こ
こ
に
は
居
延
都
尉
府
は
お
か
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
如
茸

に
澄
明
す
る
も
の
で
あ
る
.

(
こ
の
研
究
は
昭
和
四
七
年
度
文
部
省
科
挙
研
究
費

｢漠
代
文
物
の
考
古
学
的
研
究
｣

に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡)

注(
勿

)

M

i
c
h
a

e
l
L
oe
w
e
"
R
e
c

ords
o
f

H

a
n

A
d

m
in
istra
t
i
on
.
2
vo
Ls.
C
a
m
･

b
r
i
d
g
e

19671
以
下
同

じ

｡

(
23
)

西
嶋
定生
『

中
国
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
-

二
十
等
爵
制
の
研
究
-

』
東

京
大
学
出
版
合
､

1
九
六

1
｡

(
24
)

作
業
内
容
に
つ
い
て
は
藤
枝
晃

｢長
城
の
ま
も
り
｣

(自
然
と
文
化
別
編
Ⅱ
､

1

九
五
五
)
を
参
照
｡

(
25
)

B
o
S
om
tn
arstrO
m
;
A
r
c
h
a
e
o
to
g
i
c
a
t

R
e
s
e
r
c
h
e
s

in

the
E
d
s
e
n
人
山
o
t

R
e

g
ion
.
(n
n
e
r

M
ong
o
lia
.

2

v
o
ls
.

S
t
o
c
k
h
o
lm

t

956
-
58
.

(
26
)

蓬
品
は
日
工
ロ

5

に
み

え

る

｡

居

延
漢

簡

の
集

成

二

292827

勢
斡

『居
廷
漢
簡
考
課
』
を
参
照
｡

林
巳
姦
夫
氏
の
教
授
に
よ
る
｡

拙
稿

｢距
忠
簡
と
徐
宗
簡
に
つ
い
て
ト

卒
中
苓
攻
氏
の
算
威
申
告
書
説
の
再
検

討
-

｣
(東
洋
史
研
究
二
八
I
二
二
二
､

1
九
六
九
)
を
参
照
｡

(
30
)

岡
崎
敬

｢漠
代
蓮
境
兵
士
の
被
服
に
つ
い
て
｣
(東
洋
史
研
究

1
二
-
三
､
一
九
五

三
)
を
参
照
｡

(31
)

拙
稿

｢居
延
渓
筒
に
み
る
候
官
に
つ
い
て
の

1
試
論
～

破
城
子
出
土
の
<
請

官
>
簿
を
中
心
と
し
て
-

｣
(史
林
五
六
-
卦
､

1
九
七
三
)
を
参
照
.

(
32
)

米
田
賢
次
郎

｢漠
代
達
境
兵

士
の
給
輿
に
つ
い
て
｣

(東
方
学
報
京
都
二
五
､

1

九
五
四
)
を
参
照
｡

(
33
)

注

(31
)
の
拙
稿
を
参
照
｡

(
34
)

森
塵
三

｢居
延
出
土
の
卒
家
屈
度
名
籍
に
つ
い
て
｣
立
命
館
文
撃

一
八
〇
､

一
九

六
〇
｡

(
35
)

拙
稿
｢居
延
漢
簡
煙
爆
考
1

と
-
に
甲
渠
候
官
を
中
心
と
し
て
ー

｣
東
方
学

報
京
都
三
六
､

一
九
六
四
｡

(
36
)

市
川
任
三

｢居
延
簡
印
章
考
｣
財
圏
法
人
無
窮
合
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
五
､

1

九
六
四
｡

(
37
)

鏡
宗
頃
氏
が

｢居
延
零
簡
｣
(『金
置
論
石
窟
合
判
』
第

1
期
所
収
'

一
九
五
七
)

434241 403938

で
紹
介
し
た
も
の
で
簡
番
故
を
放
い
て
い
る
が
､
城
北
侯
は
簡
番
競
二
〇
三
二

五
の
簡
に
よ
っ
て
甲
渠
侯
官
所
属
の
侯
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
､
破
城
子

出
土
簡
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

注

(31
)
の
拙
稿
を
参
照

｡

注

(29
)
の
拙
稿
を
参
照
｡

森
麿
三

｢居
延
簡
に
見
え
る
馬
に
つ
い
て
｣
(東
方
学
報
京
都
二
七
､

一
九
五
七
)

を
参
照
｡

注

(29
)
の
拙
稿
を
参
照
｡

『史
記
』
貨
殖
列
侍
に
五
十
頭
の
馬
は
二
十
常
鏡
と
あ
る
｡

原
簡
香
焼
と
出
土
地
に
つ
い
て
､
ロ
ー
ウ
ェ
氏
は
‖

｢甲
編

｣
に
明
記
す
る
も
の
t

vT
T
ソ
マ
ー
ス
-
ロ
ウ
ム
の
報
告
に
み
え
る
も
の
､
日
は
r
お
よ
び
日
の
筒
と
練
合

二
九
九



東

方

学

報

す
る
も
の
､
囲
封
槍
類
､

国
破
城
子
出
土
の
簿
録
の
1
部
を
構
成
す
る
と
恩
わ
れ

る
も
の
の
五
段
階
に
分
け
て
詳
細
な
る
比
定
を
行
な
っ
て
い
る
｡
本
稿
の
破
城
子

出
土
筒
の
比
定
は
若
干
を
除
き
ほ
と
ん
ど
こ
の
ロ
ー
ウ
ェ
氏
の
研
究
に
よ
る
も
の

三
〇
〇

で
あ
る
｡

(
44

)

陳
夢
家

｢漠
簡
考
述
｣
考
古
学
報

1
九
六
三
I

l
｡




